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は しがき

我が国の母子保健において、 小児救急医療体糊の整備と並び乳幼児の 「不慮の事故」

による死亡の減少が緊急の課題であり、２０１０ 年までの母子保健の主要課題を提示する

ｒ健やか親子 ２１」 検討会報告書でも課題の一つとして挙１ずられている。

本研究 は乳幼児の発達段階に応 じた事故防止のための情報と学習機会 の提供のため

の教育プ回グラムを検討するにあたり、一地域の乳幼蝿 の事故実態 の調査と乳幼児健診

時の 教 育 的介 入 を 行 い
、

そ の 効 果 を検 討 した
。

調査の方法と教育プログラムの内容、 研究の一連の流れについては 『研究の概要」 を

参照 い た だき たい
。

本研 究 の 調 査 にあ た り、
ご協 カ 頂き ま した 静 岡県 大 東 町（旧）

、
小 笠 町（旧）

、
菊川 町（旧）

、

浜岡町（旧）の町民の皆様、 保健センターの皆様に深く感謝申し上げます。

平成 １７年３月 研究代表者 目 沼 千 尋
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研 究の 概 葵

隔 回 ごと に 介 入 回 ・ 非 介 入 回 に 設 定 し
、

介 入 回 の 健

診では乳幼児と養育者 （主に母親） を対象に、 以下

の事故予防プログラム項目を実施した
。

（図１）

１． 研 究 班イ乍成 の パ ン フ レ ッ トの 配 付 ： ２ ～ ７ か

月， ８ か月 ～ １ 歳， ２ ～ ３ 歳， ４ 歳 ～ 小 学 校 入 学 前

の４段階の年齢階層でみる乳幼児事故予防パンフレ

ット 『安全・安心子育て みんなで気をつけよう則

を 配 付 し た
。

２． 安 全 対 策 物 晶 の 展 示 ： 安 全 対 策 物 晶 と して
、

ビデ オ ロ ック や コ ー ナ ー ク ッ ショ ン、 誤 飲 チ ェ ッ カ

一など販売されている物の他に
、

牛乳パックの ドア

ガ 〕 ドや レン ジカ バ 』
、

ラ ッ フ 芯 の キ ャ ビネ ッ トロ

ックなど家庭で作成できる物晶の展示を行った。 ま

た
、

自分で手炸りできるチャイル ドマウスや視野体

験メガ孝
、

手作り安全グッズの作り方のプリントを

配 付 し た
。

３． ビ デ オ 上 映 ： 研 究 班 作 成 の 歌 が 挿 入 さ れ た、

オ リ ジ ナ ル ビ デ オ 『ア ッ、
あ ぶ な い よ 一ｊ を 上 映 し

た
。

介入 （隻 軸） 笛 我 介入 （遡 嘱） 撃

く事 擬 ｝
⑪事 救案態 鋼 査｛２遡 闘）

⑳蚕 金対簑

③首 児貫担 感

蓼 敏 のリ スク 要 園 の スク」りン グ

く事 敵 緩 験， 妻 金ま書策， 喜 児 因 捜 感，

個 人 鴇’性）

事故の 可能 姓が 事 赦の 老割主姉

商い者： 憾 い蕎

リ ス ク 璽 園１＝ 基

づ いた梱 別拷嬢

轍 予Ｅ減 ＝１ケラム■ 蟻製 の（今まで雪己吋していだ｝パンフ

⑪ 年 齢 魑 層 で みる パ ンフ しツト配 付 レツト配 付

｛既 製 のハ㌻フレ舟 も配 付）

⑫ 展 示 や、ＴＲ（融）の 閲 覧

く講 後蟄査 〉

靱 事救繋態 調 賛（２遡蘭）

働護１金詞秦

③ 甫児 貫担 感

⑨ 年 繍 鱈 層 で みる パ ンフ レット薗己付

図 １
．

介 入 チ ザ イ ン



研 究 の概 要

４． リスク要因を持つ養育者に斑する保健碧雨の個

別指導：各健診の受付時に “乳幼児の事故予防チ

ェ ック リ ス ト” を 用 い て
、

① 就 学 前 ま で の 子 ども

の過去の事故経験の有無、②安全対策実施の有無、

③育児負担感の強弱
、

④子どもの背景 （健診に来

ている児のきょうだいの有無， 母親以外に児を世

話 し て い る 人 の 有 無 な ど） の チ ェ ック を 行 っ た。

さらに
、

事故の可鮨性が高いことカミ矛測されるリ

スク要因をもつ養 育者に対しては、 保健師が個別

指 導 を 実 施 し た
。

リ ス ク 要 因 と し て
、

① 過 去 に 事

故の経験がある、 ②安全対策の未実施、 ③育児負

担感が強い、
④子どもの背景として下にきょうだ

い が い る
、

子 ど も の 世 話 す る 人 が 母 親 の み、 を 取

り 上 げ た。

な お、 非 介 入 轟 に は、 従 来 傑 健 セ ンタ ー で 行 っ

て い た 指 導 を 行 っ た
。

ま た ２ 回 貿 の 調 査 の 後 に
、

非介入群に対 しても年齢階層でみる乳幼児事故予

防 パ ンフ レ ッ ト 『安 全 ・ 安 心 子 育 て み ん な で 気

をつけよう！！国 を配イ寸しだ
。

本研究では
、

介入回にあたった健診対象の捉の

きょうだいも介入効果がある 櫨 と 敬 て介入群

に含めた。 また葬介入回の健診対象児のきょうだ

いは非介入群に含めて効果測定を行った
。

介入後の効果測定のための調査は、平成王５年９

月 ～至１ 月 に 前 年 の １０ 月 ～ ２月 に 行 っ た 調 査 と 同

様の質間紙調査を行っ危。 但し、 安全対策に関す

る質聞紙は
、

年齢が異なることで起こりやすい事

故が異なると考えたため、 介入後調査時点の年齢

階層の質問紙を用いた。

倫理的配慮

質間 繍弼査の実施にあたってほ、 調査地域の町

村に研究実施の承認を得た
。

亥橡 者には、 主任研

究者から研究目的と研究の趣旨の説明、
また匿名

性の維祷と秘密の保祷
、

さらに研究参加に同意し

た後であっても途中で調査への協力を中止するこ

と が で き る 旨 を 明 記 して、調 査 へ の 協 カ を 依 頼 し
、

同 意 書 に よ る 同 意 を 得 た。 ま た、 居 住 自 治 体 か ら

の調査協力依頼を同封した
。 同意書が返送された

ものを今回の研究の対象者と し、 介入前と介入後

に質間紙を郵送した
。

データは個人が特定でき桂

いように処理をじ、 保管は鍵つきの保管庫で行っ

た
。

介入を実施したのは、 調査期間の隔回の介入回

に相当チる乳幼児健診亥橡 だげだったので、 それ

以 外 の 住 民 に は、 ２ 回 目 の 調 査 終 了 後
、

年 齢 階 層

でみる事故予防パンフレットの配付、 安全対策用

具 の 展 示、
体 験、 安 全 対策 の た め の ビ デ オ 上 映 が

できるよう
、

周具周材一式を提供 し３町村に委託

し た
。

引周文献

王）梅困勝
、

清氷美登里、天野多真他 小児事故防止

のための保健指導． 平成２年度厚生省心身障害

研究 腕 域・家庭環境の小児に対する影響等に

関 す る 研 究」 報 告 書
．

至９９ユ
，
至７６－１８２

，

２）野尻孝子、由良早苗、尾崎則子 保健所における

小 児 の 事 故 防 止 活 動 の 展 開．小 児 科 診 療

１９９６．１０；１６２５一互６３４
，

３）鶴 田 憲 一
、望月 み つ 子． 子 ど も の 事 故 防止 の た め

のアンケー ト調査、 平成７年度厚生省心身障害

研究 「生活環境の子 どもの健康におよぼす影響

に 関 す る 研 究」 報 告 書．王９９６；王雀８一王５２．

岨）清 水 美 登 塁
、

高 野 陽．小 児 の 事 故 防 止 の た め の 保

健 指 導 の 試 み と そ の 効 果． 児 童 研 究

王９９６
．

７５；至６－２迅
Ｉ

５） 高橋種紹、須永進他＝現代児童の生活実態に関

する研究一乳幼児の事故と安全教育一． 員本総

合 愛 育 研 究 所 紀 要 ２６ 集 ５３－６１．１９９０．

６）谷原真一、 大牧真理子他１乳幼児の事故経、験歴

に 関 す る 調 査 、 小 堀 保 健 研 究

６０（３）：４４０－４４６
．
２００１．

７）荒木暁子、 欄墨生恵他：家庭内における幼児の

事故及びニアミスの分析． 岩手県立大学看護学

部 紀 要 ３：６９－７５
．
２００１

．

８）田申哲郎：乳幼児の事故の実態関する調査研究
Ｉ

平成２年度厚生省心身障害研究 訂地域・家庭環

境の小児に対する影響等 に関する研究」 報告

書
．
１９９０；１６３一王７１．

（文責＝澤日ヨ和美）



乳幼 児 の事 敬の 婁 態 一１

乳幼 児の 事 故の 実態 一１４ 日間 の事 故の 記 録か ら 一

【はじめに】

乳幼児の事故に対して、 安全対策カミさまざ漢な方

法 で 取 り 組 ま れ て い る。 そ の 成 果 を 高 め る に は
、

ま

ず 事 故 や そ の 原 因 を 把 握 す る こ と が 第 １ で あ る。 事

故の実態は数多く調査されているが
、

事故の実態は

遇去に起こった事故を想起じた調査や医療機関を対

象 に した 調 査 が 多 い
。

今 回、
家 庭 肉 で 起 こ る 事 故 の

実態を正確に把握することを目的に冒記形式で事故

の 実 態 を 調 査 した
。

【研究方法】

対象：静岡県申央部の３町に在住する乳幼児のう

ち
、
平成至４年１王月 から平成工５年 鵬 までに乳幼児健診

の 対 象 と な っ た 子 ども と そ の き ょ う だ い と した日

調査方法：調査対象者に調査協力の依頼文を郵送

し
、

文 書 に よ る 同 意 が 得 ら れ た 養 育 者 に 対 し て、
郵

送による調査用を送付した
。 回収は世帯ごとに受取

人弘い郵送法で行った
。 調査搦紙の記入は母親に依

頼 し た
。

調査期間：調査は平成１４年１０１月から平成１５年 蝪

に 行 っ た
。

調査項目：事故の有無と種類別に分けた事故にっ

い て、 １６員 間 連 続 して 記 入 して も ら っ た
。

事 故 の 種

類は
、

先行研究を元に
、

① 樹到 （平らなところで

転ぶ）ｊ ② 晦落 （高いところや段差から落ちる）」

③ 「衝突 （人や物にぶつかる）」 ④ 「はさむ」 ⑤ 吻

る」 ⑥ 「やけど」 ⑦ 願 飲 （食べてはいけない物を

飲み込む）」 ⑧ 膣，慰（のどに詰まらせる）」 ⑨ ｒ溺

れるｊ ⑩ Ｆ引っぱる （人や物にひっぱられる）Ｊ ⑩

「咬まれる （危険な虫や動物に咬まれる）」 ⑫ 「噛

まれる （人に噛まれる）」 ⑬ 咬 通事故」 ⑭ ｒその

他」 の１４項 目 と し た
。

事 敵 の 種 類 別 に 回 数 と 手 当 を

したかどうか、 手当を した場合は家庭カ病 院か入院

か の 別 も 記 入 し て も ら っ た。 さ ら に、 事 故 の 原 因 が

分 か っ て い る 場 合 はそ の名 称 を 記 入 して も ら っ だ。

分析方法：事故の記入の 王６ 目間の最初の２目間

は事敬１こ対する意識が高まっていると考え
、

分析か

ら 除 外 し
、

１４ 目 間 の 事 故 に つ い て 分 析 し た
。

対 象 と な る 乳 幼 児 を、 成 長 ・ 発 達 や 生 活 行 動 に 伴

う子どもの事故の 樹敦を反映するために、 運動能力

や認知能力の発達
、

生活行動範囲を考慮して、
①生

後２～７か月児一白力で移動が可能になるまでの時

期
、

②８か月～１歳児一ハイハイや歩行により移動

が始まる時期、 ③２～３歳児一自我や知的好奇心が

強くなり行動範囲が広がる時期
、

④４～６歳児一幼

稚園など家庭外での集団生活カ噌まれる時期
、

の４

つ の 年 齢 階 層 に 区 分 し、 年 齢 階 層 ごと に 分 析 し た
。

分 析 に は 統 計 パ ッ ケ ］ ジ ＳＰＳＳ１１ｊ を 使 用 し た。

倫理酌配慮：調査対象者の養育者に対して主任研

究者および
、

居佳嘗治体からの調査協カ依頼を文書

で行った
。

同意書が返送された養育者に改めて質問

紙を郵送した
。

データは個人が特定できないように

処 理 を し
、

保 管 は 鍵 つ き の 保 管 庫 で 行 っ た
。

【結果】

１． 対 象 者 の 背 景

乳幼児健診の対象となった乳幼児は６８０入 （６６３世

帯）で、
養育者の同意が得られた乳幼児は４５５人（２９０

世 帯）、 同 意 率 は６６．９％ （世 帯 同 意 率４３．７％） で あ っ

た
。

質 間 紙 の 返 信 は４４０人 （２７９世 帯） で、 回 収 率 は

９６．７％ で あ っ た
。そ の う ち 有 効 解 答 は雀２５名 （９６，６％）

で あ つ た
。

今 回、
事 故 実 態 の 分 析 対 象 と な る 乳 幼 児 は３９９名 で

、

そ の 年 齢 階 層 別 内 訳 は２～７か月 児７６名 （１９．Ｏ％）
、

８

か 月 ～ １ 歳 児１２２名 （３１．５％） 、 ２ ～３歳 児１２７名

（３１．８
洲

、 ４～６歳 児７４名 （１８．６％） で あ り、 平 均

年 齢 は２．３歳 で あ っ た（表 王）。
男 児 は１９５名 （４１．ユ％）、

女 児 は２０２名 （５０．９％） で あ っ た
。 出 拐１贋位 は 第 １ 子

２０９名
、

第 ２ 子１４７名 で、 き ょ う だ い 数 は … 人 っ 予９６

名
、

二 人２０４名
、

三 人 以 上９９名 で あ っ た
。 通 園 状 況 は

家庭内が２３８名
、
保育所や幼稚園等に通っている場合

は１２６名 で あ っ た
。

表１ 隼 齢 階 層 別 対 象 入 数 。＝３９９

隼 齢 階層 人 （％）

２ ～７カ、月 児 ７６ （１９．Ｏ）

８ が 月 ～１ 歳 提 １２２ （３０．６）

２ ～３ 歳 児 １２７ （３１
．
８）

４ ～６ 歳 児 フ４ ㈹
．
５）

毒十 ３９９ （ｌＯＯ
．
Ｏ）
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母 親 の 年 鮒 は 平 均３０．４歳 で、１３０名 （３３．８％） が 有

職 者 で あ っ た
。 同 居 して い る 大 人 の 人 数 が 二 人 の 場

合 は２３０名（５８，６％） で、子 ど も の 世 話 を す る 人 数 は 一

人 以 上 が３５８名（９０．
２％）で あ っ た

。
住 居 形 態 は １ 階 部

分 （平屋の１戸建て
、

および集合住宅１階） が８９名

（２２．３％）
、

２ 階 以 上 （２ 階 建 て の 一 戸 建 て、 お よ び

集 合 住 宅 ２ 階 以 上） 棚 王Ｏ名 （７７．７％）で 紀 っ た（表 ２）
。

表３ 事 故の 経 験と回 数

全 体 ２～フか角児 ８が月一・ 糊 ２～３歳 蜆 ４～６歳 児

ｎ芒３９９ ｎ ■ ７６ ｎ＝１呈２ ｎ＝１２７ ｎ＝ ７４

人 ㈱） 人 ｛％〕 人 ㈱） 人 （％） 人 （洲

事 敵 なし

箏散塗り

９１ ｛２２
、
呂）

３０８ σ７
．
２）

５０ ｛６……
．君

〕 ３ （２
，
５） ２１ （１５５）

２６ ｛３判
．
２〕 １１９ 帽７

．
５〕 「０６ ｛呂３

．
５〕

１フ （２３．ｏ
〕

５７ （７７
，
ｏ）

團 数 １回 ５８ （１壇
．
帥

２唾ヨ ４５ （，４．直〕

３ 回 ４１ ０３
．
ヨ〕

掴 ２２（７．玉）

５團 以 上 王４２ ㈱，１〕

玉１ て棚
、
３）

７ ㈱．９〕

２ （７
，
７）

玉 （３
．
８）

５ ｛１９，２〕

王８ 二１５
，
１）

１０ く８
．
｛）

１２ （且ｏ
．
Ｉ〕

５ （吾
．
２〕

７｛ 他２
，
２）

１６ ０５
．
ｌｊ

１６ （ｉ５，ｌｊ

１５ （Ｉ司
、
２〕

９ （８
．
５）

５０ ｛４７．２）

１３ ｝２
．
鋤

１２ 〔２≡．≡〕

１２ ｛２ｉ
．
１）

７ （ｉ２
．
３〕

１３ ｛茱２．囲〕

２． 事 故 の 経 験

１） 事故を経験 した乳幼児

分析対象の３９９名の乳幼児のうち、王蛸 闘に事故

が あ っ た 乳 幼 児 は３０８名 （７７．２％） で あ っ た （表 ３）藺

圓 数 は １ 回 概 ８名 （！８，８％） で、 ５ 回 以 上 も王４２名

（壬５．至％） お り、 最 大５６回、 平 均 回 数 は６．９回 で あ っ

た
。

事故の種類別では 「転倒」 があった乳幼児が２２８名

（５７．王％）で 最 も 多 く
、
次 い で「衝 突」玉６４名（４王．１％）

、

「転 落」 王２１名 （３０．３％）、
「は さ む」 ９５名 （２３．８％）

で あ っ た （表 ４）。
「交 通 事 故」 は 一 人 も い な かっ た。

表２ 対 象 の 背 景 ・・３９９

人 ｛％）
’１生男１」 …碧 １９５ （尋８．９）

女 ２０２ （５０．６）

芥 明 ２ （Ｏ
．
５）

表４ 種 類 別 箏 故 の 経 験

事散

種 類 有 無

全 体 ２－７か屑 蝿 ８か月一 傭 児 ２～ ３ 歳 渠 ４～ ６ 歳 児

ｎ讐３目 ９ ｎ ＝ ７ ６ ｎ＝１ ２２ ｎ＝ １２７ ｎ ＝ ７ 均

人 （％） 人 （％） 人 （制 人 （％） 人 （％）

出 生 頗位 第１子 ２０９ （５２．司∋

第２子 閉 ｛３６
．
８）

第３子 以上 ４３ （］Ｏ
．
８）

兄 弟 数 １人っ子 ９６ （２ξ
．
１）

２ノこ ２０ξ （５１
．
１）

３入 以 上 ９９ （２４
．
８）

通園など 家庭内

幼稚園

保育園

その他

不明

２３８ （５９
．
６）

５１ （１２
，
８）

７５ ０８
．
８）

１１ （２
．
８）

２４ （６
．
Ｏ）

母親の年齢 ２４歳以下

２５～２９歳

（乎 均３０
．
４歳） ３０～３４歳

３５川３９歳

４０歳 以上

不明

２８ （７．Ｏ）

榊４ （３６．１〕

１６１ （蜘．４〕

５５ （１３．８）

５ （１，３）

６ （１．５享

母 親 の 職 業 有 職 １３０ （３２．６）

無 職 ２５５ １６３．９）

不 明 １卑 ｛３．
５）

同 居している ２人

大人 の 人 数 ３人

４人

５人 以上

不明

２３０ （５７
，
６）

２９ （７
．
３）

７９ ㈹ ．８１

５５ （１３．８〕

６ ｛１，５〕

世 話 する 人 数 １人 以下 ３６６ （９１，７１

２人 以上 ３１ （７．８）

不 明 ２ てＯ
．
５〕

転 倒 なし

あり

あり＿

あり

｛７、 ｛｛２．９）

２３５ （５９
－
９〕

２フ８ ｛５９
，
７）

３０逐 σ６
．
２…

３５２ ｛冒富
．
２〕

３５２ ｛８８
，
２〕

３８３ （９６
．
Ｏ〕

３８３ ｛９俺
、
ｏ）

３８６ ⑲５．η

３９０ （９７．刀

３９２ ｛９藺
、
２〕

３９７ （９９
．
…ヨ）

３９９ ｛１０００）

蛾 （９８．５）

６ （１
．
５｝

７奪 ｛９７
．
司）

６１ （９０
，
３）

６９ （９０
，
９）

７１ ｛９３
．
均〕

ヲ蔓 ｛９卓．７；

７３ ｛９ｅ
、
篶

７４ ⑲フ
、
卑）

フ６ ０ｏｏ，ｏ）

７６ （１００．ｏ）

７６ ０ｏ〇
一
〇）

７６ ｏｏｏｏ〕

７６ 竈ｏｏ
．
ｏ〕

糀

’

ｌｌＯＯ
．
Ｏ〕

Ｏ（Ｏ
．
Ｏ）

２６ （２１
．
３〕 専Ｏ （３１

，
５〕 ３１ （４１

，
９）

５２ （４２
．
膚） ６フ ｛５２筍） ５５ （フ４

，
３…

５フ く４６
．
７） ８６ ｛囹？

、
フ） ６６ （８９

．
２）

６９ ｛５５
，
５） ９５ ０卑顯） ６５ ｛葛？

．
９…

１０２ 〔８３
，
６） １１３ （纈９

，
Ｏ） ６６ （嗜９

．
２）

１１２ （９１
，
Ｂ〕 １０６ （臼３

．
５〕 ６２ ⑱３

．
８）

１１０ （９０．２〕
堆 ６ （９９，２１ ７専 ㈹．ｏ〕

１１８ ｛９６
．
７〕 、２０ （９４

．
５） ７１ （９５

，
９…

ミ１６ ｛９５
，
１； １２２ （９窩

．
１） フ２ ｛９了

，
３〕

㍗１９ 仰、５〕 １２３ （鯛、９１ ７２ 仰，３〕

１１６ く９５
．
１〕 ヨ２６ ｛９９

．
２） ７卑 Ｕｏｏ

－
ｏ〕

１２１ ⑲９
．
２〕 ７尋 Ｏｏｏｏ〕

１２２ ｛１００
，
ｏ） １２７ ｛１ｏｏ

．
ｏ〕 ７４ ｛１００

－
ｏ〕

１２１ （９９．２） １２４ （９フ、置）
ラ蔓 １９７．３）

１ （Ｏ
．
８｝ ３ （２

．
卑） ２ （２

．
７）

住 居層 １ 階 ８９ （２２
，
３１

２階 以上 ３１０ （η
．
フ）
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２） 事 故で 手当て を受けた 乳幼児

事故が あった 乳幼 児のうち
、

手当て

を 受 け た の は王３０名 （４２．４％） で あ っ

た （表５）。 対象者全体 （３９９名） では

３２．
６ ％ に あ た っ た

。
回 数 は １ 回 が ７６

名 （６０
．
８ ％）

、
２ 回 が２９名 （２２

．
３％）

で
、

平 均 王
．
８回 だ っ た

。

事故の 種類で は ｒ転倒」 があっ た乳

幼 児２２８名 の う ち、 手 当 を 受 け た の は

７７名 （３３．８％） で、
「衝 突コ で は１６４名 中

、

２王名 （夏２．８％）
、

「転 落」 １２１名 申
、

２王

名 （王７．４％）、
「は さ む」 ９５名 中至７名

（王７．９％） で あ っ た （表 ６）
。

手 当て を した割 合 が 最も高 かっ た

事 故 の 種 類 は 「や け ど」 で！３名 中
、

１！

名 （８４．６ ％） お り
、．

次 い で 「切 るｊ ４７

名 申
、

２２名 （４６
．
８ ％） で あ っ た

。

３） 年齢 階層別 にみた事故の経験 （表

３ ～ ６）

（１）２～ ７か月 児

２～７か 月 児７６名 の う ち
、
１ 蝸 聞 に 事

故 が あ っ た 乳 児 は２６名 （３４．２％） で
、

他

の年齢階層に比 べて、
最も少ない割合

で あ っ た
。

事 故 の 種 類 で は 「衝 突ｊ が

１５名 （１９，７％） で 最 も 多 く、 次 い で 「転

落ｊ ７名 （９．２％） で あ っ た
。

事 故 が あ っ た２６名 申、 ７名 （２６．９％）

が 手当を受 けたが、他の年齢階層 に比

べ る と、 最 も 少 な い 割 合 だ っ た。 手 当

てをうけた 事故の種類は ｒ転落」 洲

名
、

「切 る」 ２名、
「衝 突」 と 「誤 飲」

が１名 ず つ で あ つ た。

（２）８ か月 ～１ 歳児

８ か 月 ～ １ 歳 児 １２２ 名 中 、 ユ王９ 名

（９７
．
５％） の 乳 幼 児 が 事 故 を 経 験 し て

い た
。

平 均 回 数 は ９
．
１ 回 で

、
５ 回 以 上

が７４名 （６２．６％） お り、 経 験 率、 回 数

ともに他の年齢階層に比 して
、

一番多

か つ た
藺

表５ 手 当てをした 事 故の 経 験

金 体 ２～７か月児 ８か月｝１ 繊 ２～３歳 児 ４～６ 歳 児

ｎ ＝ ３ ０ ８ ｎ ＝ ２６ ｎ≡１１９ ｎ－１０嗜 ｎ亡 ５ フ

人 １％） 人 （％） 人 （％） 人 （％）

手当 て なし １７８ ㈲
．
呂） 司９ ㈹

．
、） ８１ ㈱

、
工〕

手 当 て統 り １３０ ω２
．
２） ７ ｛２６

．
９） ３８ ｛３１

．
９）

回数 １回

２回

３回

４回

５回

６国

？回

王Ｏ回

７９ 脆ｏ
．
緕）

２９ ｛２２
．
３〕

ｌ１ １８－５〕

杢 （３．１）

１ （Ｏ
．
８〕

２ （１．５）

３ （２．３〕

１ （Ｃ．８）

６ ｛蝸
．
η

ｏ

０

０

０

０

０

１ てＨ
．
３）

１９ ｛５０
．
Ｏ）

１１ ＝２邊
．
９）

３ （７．９
）

２（５．３）

１（２
．
６）

１ （２
．
６）

１（２
．６

）

ｏ

表６ 事 故 の 種 類男１ｊ手 当 て の 経 験

事敵 の

種類

人 （％）

５２ ｛４９
，
１） ２６ く司５

、
喧）

５４ ｛５ｏ
．
９） ３１ （５４

．
尋）

３３ 崎１．１
〕

！３ （洲
．
１）

６ １１ｉ．
”

ｏ

０

１ （王
．
９）

１ Ｇ
．９）

ｏ

２１ 価７
．
η

５ ㈹
．
１〕

２（６Ｉ５
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事 故 の 種 類 は 「転 倒〕 が９６名 （７８．７％）と 最 も

多 く
、

「衝 突 〃 ０名 （５７
．
４ ％）

、
「転 落」６５名 （５３

．
３ ％）

、

「は さ む」 ５３名 （４３，４％） の 順 で あ っ た。
「引 っ

ぱる」 「誤飲」 「や け ど」 訂溺 れｊ は他の年 齢

階 層 と 比 べ て、 経 験 率 が 最 も 高 か っ た。 ま た、

ｒ窒 息」 が あ っ た の は 全 対 象 児 で ２ 名 あ っ た が
、

う ち １ 名 が８か 月 ～ ！ 歳 児 で あ っ た
。

事 故 が あ っ た１１９名 の う ち
、

手 当 て を 受 け た の

は
、

３８名 （３１，９％）で あ っ た
。

事 故 の 種 類 で は 「転

倒ｊ が あ っ た９６名 申、 王９名 （王５，６％）が 手 当 て を

受 け、
「転 落ヨ で は６δ名 申、 至王名 （王６．

９％） 、

「は さ む」 ５３名 中
、

７名 （王３．２％）で あ っ 淀
。

訂や

け ど」 は６名 申
、

５名 が 手 当 て を 受 け た
。

（３）２ ～３歳児

２～３歳 児王２７名 の う ち、 事 故 が あ っ た の は１０６

名 （８３．５％）で あ っ た。 事 敵 の 種 類 で は 「転 倒」

カミ８７名 （６８．５％） で 最 も 多 く、 次 い で 「衝 突ｊ

６０名 （４７．２％） で あ っ た。
「切 る」 Ｆ噛 ま れ る」

「咬まれる」 が年齢 階層の 中で割合が高 かった
。

ま た
、

「窒 息」 は１名 あ っ た
。

事 故 が あ っ た１０６名 申
、

手 当 て を う け た の は
、

５４名 （５０．９％） で あ っ た
。

事 故 の 種 類 で は 「転

倒」 ８７名 申、 ３５名 （４０．２％） 、
「衝 突」 ６０名 申、

１２名 （２０．Ｏ％） が 手 当 て を 受 け た。
「切 る」 で

は９名 が、
「や け ど」 は４名、

「誤 飲」 王名、
「噛

ま れ る」 １名 が 手 当 て を 受 け た
。

（４）４～６歳児

７４名 の４～６歳 児 の う ち
、

５７名 （７７．０％） に 事 故

カミあ っ た。 事 故 の 種 類 で は 晦 倒 μ３名 （５８，１％）、

「衝 突ｊ １９名 （２５
．
７％）

、
「切 る 」 至２名 （！６

．
２ ％）

が 多 か っ た。

手 当 て を 受 け た の は３１名 で、 事 故 が あ っ た う

ち の５４，４％ に あ た り
、

他 の 年 齢 階 層 に 比 べ て、

最 も 高 い 割 合 で あ っ た
。

「転 倒」 で は辺３名 中、

５３．５％ の２３名 が
、

「切 る」 で は１２名 申
、

半 数 の６

名 が 手 当 て を 受 け た。 ま た
、

「や け ど」 と 「咬

ま れ る」 で は ２ 名 ず つ が 手 娑 て を 受 け た。 ・

３． 事 故 の 内 訳

１） 事故の 種類 （表７）

１４目 間 で全 対 象者 が 経 験 し た 事故 の 合 計 は

２１王２件であった。 １蝸 間の発 生頻度 は対象者 全

体 で５
．
３回 で あ っ た

。

事 故 の 種 類 で は 「転 倒一 が１０３８件 （４９，１％）

で 最 も 多 く、 次 い で 噛 突」 ３９９件 （！８．９％） 、

ギ転 落」 ２３５件 （１亘．１％） の 順 で あ っ た。

２） 手当て を した 事故 （表８）

総 事 敬 数２１王２件 の う ち
、

手 当 て を し た 事 故 は

２３４件、 約 １ 割 で あ っ た。 手 当 て を 受 け た 事 故 の

発生 頻度 は対象 者 全体 で０，５９回／１蝸 聞 で あっ

た
。

表フ 事 散 の 種 類別、事 故 件 数 （％） 表８ 手当をじた事故の対応別件数 ｛％）

箏敬 の 種類 件 数 内、手当した件数 事 故の 種類 対 応 全 体 ２～フが月 児 ・か月～ 浦 児 ２～３ 歳 児 ４ ～６ 歳 児

車云｛到 １０３８（４９、司）

衝突

転落

はさむ

引っ ぱる

切る

噛ま れる

誤飲

やけど

咬まれる

溺れ

整息

交通事散

その 他

３９９ （１８．９）

２３５ （１１、、）

千４４ （６
．
８）

１４３ （６
．
８）

５４ （２
．
６）

３８ （１
．
８）

２０ （０
．
９）

１３ （０．６）

９ （０
．
４）

９ （０
，
４）

２ （Ｏ
．
１）

Ｃ （Ｏ
Ｉ
Ｏ）

８ （Ｏ
．
４）

柵６（４５．
３）

２７ （１オ
．５）

３３ （１４．１）

２０ （８
．
５）

４ （司
．
７）

２３ （９
．
８）

１ （０
．
４）

３ （１
．
３）

１１ （４，７）

２ （０．９）

ｊ （０
．
４）

Ｏ （０
．
Ｏ）

ｏ （ｏ
．
ｏ）

３ （１
．
３）

全 事敵 ｎ＝２３４ 婁實痘…… ２２５ （９５
．
２〕

通 院 ９ （３，８）

１６ ｏｏｏ刀〕 ７１ ｛９３
、
司） ８８ ｛９７

．
畠… ５０ ｛９６

，
２…

０（０．Ｏ） ５（６－６） ２（２．２｝ ２（３．８）

転握１

転藩

衝 突

切る

合 計 ２１１２（１００．０） ２３４（柵０
，
０）

ｎ＝１０６

ｎ三３３

ｎ＝２フ

ｎ＝２３勾

そ の 他 ｎ＝３

蒙 庭 １０２ （９６２〕 ０ ２６（９２．９） ４５１纈フ．巴） ３１ （９ 酬

萎～痘姜 ３０ ｛蓼ｏ．宮〕 １２ ｏ

…蒙逼董 ２６ く９箇．３… １ ｏ

姜実壇妻 ２２ （９５
，
７） ２ ｏ

，

１

、

｛１

家 庭
…’

治 ㈹ Ｏ〕

８く７

８ ｏ

． ５ ｏ

’

．．．．． ．．．．．

１
，

！
１

，

３ ｏ

．
７ ｏ ｏ〇

一
〇〕 ３ ｛１００－ｏ〕

１４ ｛曾３
，
３） ３ ｏｏｏ

．
ｏ〕

９ ｏｏｏ－
ｏ〕 ６ ｛８５

．
７〕

２ ｏ ｏ竈
一
〇〕

．
ξ

ｏｏｏｏ〕

ｉ 一 一 一

’



乳 幼 児 の 事 故 の 案 態 一 ５ 一

事 故 の 種 類 で は ｒ靭 到」 が１０６件 （４５．３％）
、

ｒ転 落」

（１４
，
１％）

、
Ｆ衝 突」 （１Ｉ

．
５％）

、
「切 る」 （９

．
８％）

な ど で あ つ た
。

手 当 て を し た 事 故２３４件 の９６．２％ 洲 家 庭 で 手 当 て

し た〉 （２２５件） で あ っ た
。 〈病 院 で 手 当 て を 受 け た〉

は９件 （３．８％） あ っ た が
、 入 院 は な か っ た

。

２ ～ ７ か月 児 で は 手 当 て を し た 事 故 は１６件 で、 全

て く家庭で手当て〉 した。
Ｆ転落」 が１２件 （７５％）

で 最 も 多 か っ た。

８ か 月 ～ １ 歳 捉 で は７６件、 手 当 て し て お り
、

事 故

の 種 類 で は 「靭 到」 が２８件 （３６．８％） で 最 も 多 く、

次 い で「転 落」王１件 （王４．５％）、
「は さ む」至０件 （互３，２％）

で あ っ た。 く病 院 を 受 診〉 し た 事 故 は５件 あ り、 う ち

３件 が 「転 落」 で あ っ た
。

２ ～ ３ 歳 児 は９０件 の 手 当 て を し た 事 故 が あ り
、

半

数 が 「螂 到」 で あ っ た （４６件
、

５ユ．１％）。 ま た、
訂衝

突」 は１６件 （王７．８％） 、
「切 る」 ９件 （１０％） で あっ

た
。

〈病院を受診〉 した事故は２件で 「轍到」 と 「衝

突ｊ で あ つ た
。

４～６歳捉では５２件手当てしており
、

事故の種類

で は 「輯 瑚 が３２件 （６１，５％） で 最 も 多 く
、

次 い で

吻 る」 ６件 （１３
．
５％ で あ っ た

。
く病 院 を 受 診〉 した

事 故 は２件 あ り、
「樹 到一 と 陶 るｊ で あ っ た

。

４．
事故の原因 （物） （表９）

１） 衝突

手 当 を し な かっ た 事 故 の 原 因（物）は
、
３２４件 あ り

、

事故の種類の中では最も多く記入されていた。 原因

（物） で は ／テ ］ ブ ル・ 机〉 が９６件 と 多く
、

／人／
、

〈き ょ う だ い〉
、

く椅 子〉 も 多 か っ た。

家庭で手当をした事故の原因 （物） についての記

入 は２３件 あ り
、

８か月 ～王歳 妃 と２～３歳 児 で は 〈き ょ

う だ い〉 の 記 入 が あ っ た。

病 院 を受 診 し た２件 は８か月 ～１歳 児 の くテ ー ブ ル ・

机〉 で あ つ た。

２） 転倒

手当をしなかった事故の原因 （物） では、
３１９件の

記入があり
、

〈石〉 や くおもちゃ〉、
〈敷物や琉団〉

が 多 か っ た。 ＜足 の も つ れ〉 は８か月 ～ユ歳 児、 ２～３

歳 児 に 記 入 が あ っ た
。

家 庭 で 手 当 を した 事 故 の 源 因 （物） は３７件 あ り
、

〈石〉 が６件 で 多 か っ た。 ８か月 ～王歳 児 で 多 い 原 因

（物） は 〈石〉 で、 他に ＜敷居〉 く段差〉 〈靴 ＜ス

リ ッ パ〉 が あ っ た
。 ２～３歳 児 で は 〈コ ン ビカ ー な ど

の乗り物〉、４～６歳児では く自転車〉 の記入があっ

た
。

病院を受診した２件は８か月～！歳児の〈台や箱〉と

２～３歳 児 の くカ ー ト〉 に よ る も の で あ っ 危竈

３） 転落

手当をしなかった事故の原因 （物）１８２件では 〈椅

子〉 力撮 お多く、 他 〈段差〉 〈ソファ〉 〈室内大型

遊 具〉 な ども あ っ た。

家庭で手当をした原因 （物） には３１件の記入があ

り、 ／敷 物 ・ 布 団〉 が 最 も 多く、 す べ て２～７か渇 児

で あっ た
。８か月 ～１歳 児 以 降 で は 〈椅 子〉 〈階 段〉、

遂～６歳泥では 個 定遊具〉 の記入があった
。

病院を受診した３件はいずれも８か月～王歳児で、

原 因 は 〈階 段〉 〈椅 子〉 〈テ ー ブ ル ・机〉 で あ っ た
。

４） はさむ

ｒはさむ」 事故のうち
、 手当をしなかった場合の

原 因 物） に は
、

１１８件 の 記 入 が あ り
、

〈ドア ・弓１き

戸〉カミ５４件で最も多かった
。２

～７か月児では原因（物）

物の記入は少なかった
。

家庭で手当てをした事故の

原 因 （物） で も くドア ・ 引 き 戸〉 が
、

ど の 年 齢 階 層

で も 一 番 多 が つ た
。

５） 引 っ ぱ る

「弓１っ ぱ る」 で は、 手 当 て を し な か っ た 原 因 （物）

物 は１０８件 あ り
、

う ち６７件 が 〈き ょ う だ い〉 だっ た
。

ま た
、

２３件 は 〈友 人〉 で、
８か月 ～至歳 児 が 多 か っ た

。

家庭で手当てをした４件はすべて８か月～１歳児で〈き

よ う だ い〉 で あ つ た。

６） 切る

手当をしなかった事故の原因（物）２２件では
、

〈紙〉

が 多 かっ た、 家 庭 で 手 当 て を し た 事 故 で は１８件 の 記

入 が あ り、 〈紙〉 の 他 に く爪 旬 り〉 が あ っ た。 病 院

を受診した原因 （物） は岨～６歳児の 〈ドアのレール〉

で あ っ た
。

７） 噛まれる

人 に 「噛 ま れ る一 で 手 当 て を し な か っ た 事 故 （物）

は３３件 あ り
、 う ち ＜き ょ う だ い〉 が２６件、 友 人 が４

件 で あ っ た
。

手 当 て を した の は２～３歳 捉 の １ 件 だ っ

た
。

一 １０ 一
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８） 誤飲

「誤飲」 では手当てをしなかった原因 （物） 物に

は１５件 の 記 入 が あ り、 く砂〉 や 〈紙〉 の 他、 〈薬〉

く小梅の 樹 〈朝顔の種〉 〈ドングリ〉 〈実〉 など

が あり、 ８か月 ～王歳 児 に 記 入 が 多 か っ た
。 家 庭 で 手

当てをした事故の原因 （物） 物３件は２～７か月児 くテ

ィ ッ シ ュ〉 、 ８か月 ～王歳 児 〈お は じき〉 、 ２～３歳 児

く『蜂の巣ころり』〉 であった
。

９） 咬まれる

ｒ咬まれる」 動物は く猫〉 や く犬〉 〈ウサギ〉 くハ

ムスター〉、 虫は く蚊〉 〈キリギリス〉 くかマキリ〉

で、 ８か月 ～１歳 児 と２～３歳 児 で あ っ た
鉋 家 庭 で 手 当

て を し た の は４～６歳 児 の く虫〉 と 〈蚊〉 で あ っ た。

玉０） 溺れる

ｒ溺れる一 の原因は全て く風呂〉 であった
。

手当

て を し な か っ た 事 故 は ７ 件 あ り
、

う ち ６ 件カミ８か月 ～

王歳 児 で
、

！ 件 が２～３歳 児 で あ っ だ
。

家 庭 で 手 当 て を

し た の は８か月 ～１歳 児 で １ 件 で あ っ た
。

１１） やけど

ｒやけど」 は手当てをしなかった原因 （物） の記

入 は３件 で 少 な か っ た
。

一 方
、 家 庭 で 季 当 て を した 事

故 は１０件 で
、

〈湯・ 汁 ・ 食 べ 物〉 や 〈な べ ・ や か ん ・

フ ラ イ パ ン〉 くコ ン ロ ・ ホ ッ ト プ レ ー ト〉 な どの 調

理 器 具 で あ っ た
。

ま た
、

２～３歳 児 で は く線 香〉 〈蚊

取 り 線 香〉 が ！ 件 ず っ あ っ た。

１２） 窒息

「窒 創 では手当てをしなかった原因 （物） に
、

８

か月～！歳児 〈枝豆の皮〉
、

２～３歳児 く食べ物の入れ

すぎ〉 の計２件のみの記入があった
。

一考察】

今 回
、

１４員 間 に お よ ぶ 事 故 実 態 の 調 査 期 間 中、 対

象となった乳幼児のうち
、

８割弱の乳幼児が事故を

経験し
、

約３割が手当てを受けた。 事故の総件数の

約 １ 割 が 手 当 て した 事 故 だ っ た。 ま た、 そ の う ち ９

件が病院を受診 したが、 幸いにも入院には至らなか

つ た
。

目ヨ中 ら１｝ は 平 成 ２ 年 に 東 京 都 下 で ７ 冒 聞
、

乳 幼 児

を対象に家庭で起こった事故を調査した研究を行い
、

その結果によると年間事故発生頻度は４０回／年であ

った
。

今回の調査から同様の方法で年間事故発生頻

度 を 算 出 し た と こ ろ、１３８回／年 で あ り、 約３．５倍、 多

い 値 と なっ た
。

こ れ は
、 調 査 の 醐 犬や 地 域 の 違 い の

他 に、
身 体 に 損 傷 が 起 こ ら な く て も、

ｒも う 少 し～

だ っ た ら
、

危 害カミ生 じ た か も し れ な い」 な ど の
、

い

わゆるニアミス体験も養育者が ｒ事故」 と判断した

こ と が 多 か っ た た め と 思 わ れ る。 今 回 は 「事 故」 で

も 手 当 て を し な か っ た 場 合 は約 ９ 割 あ っ た が
、

岡 申

らの調査では
、 手当てをしなかった場合は約６割と

少なかったことからも
、

今回の事故への認識が高か

っ 危 た め、 結 果、 事 故 発 生 頻 度 が 多 く な っ た と 考 え

ら れ た
。

困卵らの調査では家庭や病院で処置をした事故の

年 間 発 生 頻 度 は 約！３件 （２６７＊３６５／７／王０７５・１２，９５） で

あ っ た
。 今 回 の 調 査 で も 手 当 て を し た 事 故 の 年 間 発

生 頻 度 は 約王５件 （２３４＊３６５／至４／３９９＝１５．３） で、 ほ ぼ

同 じ 値 と な っ た
。 日ヨ申 ら の 調 査 も、 今 回 の 調 査 も い

ずれも目記形式で事故を記録するという方法をとっ

ており
、

事故の実態をより正確に把握できる方法と

考えられるカミ
、

何らかの拠置を必要とする事故の発

生頻度がほぼ同じという結果は興味深い。

事故の種類でほ ｒ輯到」 を経験 した乳幼児は約６

割 で、
事 敵 件 数 で も ５割 淡 「輸 到３ で 最 も 多 かっ た。

こ れ は 先 行 研 究 と 同 様 の 結 果 で あっ た
。

Ｆや け ど」

や 「切る」 は手当てを受ける割合が高い事故であっ

たが、 これらの事故の種類は身体に損傷を受ける事

故 で あ り、 特 に 注 意 が 必 要 で あ る
。

年齢階層では、８か月～１歳児が最お高い割合で事

故 を 経 験 し て い た が
、

８か 月 ～王歳 児 は 歩 行 を 確 立 す

る頃であり
、

転びやすいなど発達の樹敦から事故が

起こりやすいと考えられた
。

ま危 「引っぱる」 願

飲」 「やけど」 「溺れ」 の経験率が他の年齢層に比

べ て 高 か っ たカミ、 行 動 範 囲 の 広カミり に 起 因 す る 事 故

と 思 わ れ た
。

手当てをした事散の経験は２～７か月妃では事故

が あ っ た う ち の２６．９％ が 手 当 て を 受 け て い た が、 ４

～６歳 児 で は５４．４％ と な り
、

年 齢 階 層 が 高 く な る に 従

って手当ての割合カ塙くなっていた。 この傾向も囲

申 ら の 調 査 と 同 様 で あ っ た。 子 ども が 幼 少 な ほ ど、

養育者は子どもの行動に対する関心が強いため、 手

当てには至らない婁をも事故と判断した結果と思わ

れ る
。

一 玉２ 一
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原因 （物） の調査からは年齢階層によって事故の

原 因 （物） が 違 う こ と が、
一 層 明 ら か に さ れ た。 た

と完ば 「樹到」 は８か月～１歳児では 〈石〉 〈敷居〉

く段 差〉 が
、

２～３歳 児 で は 〈コ ン ビカ ー な ど の 乗 り

物〉
、

４～６歳 児 で は 〈自 転 車〉 と い う よ う に、 年 齢

階 層 に よ っ て 原 因 が 異 な っ て い た
。

さ ら に
、

「や け

ど」 の原因には ＜線香〉 や 〈蚊取り線香〉 があり、

地域によっては使用頻度が低いと思われるおのもあ

っ た
。

ま た、
事 故 の 原 因 で 〈噛 ま れ る〉 を は じめ

、
く衝

突〉 〈引っぱる〉 などの事故はきょうだいや友人カミ

原因になっていることが多かった
。

保育所での事故

調 査２〕 に よ る と、 事 故 の 原 因 物 質 と して 他 泥 が

１５．７％ で 最 も 多 い こ と が 明 ら か に さ れ て い るカミ
、

子

どものかかわりの中で起こりうる事故については、

周 囲 の 大 人 の 適 切 な 配 慮
、
は も ち ろ ん の こ と、 理 解 力

に応じた子どもたちへの安全教育も必要である。

今回の目記形式による１４目間の審故の実態から
、

事故を予防するには、 発達を考慮し
、

地域特陛をふ

まえ危生活や環境を把握した内容であるものが重要

で あ る こ と が 再 確 認 さ れ た
。
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資料 表１ 対象の背景 （％）

全体

ｎ＝３９９

２～７ か 月 蝿；か 月 ～１歳 児

ｎ＝７６ ｎ＝て２２

２ ～３歳 児

ｎ＝１２７

４～ ６歳 児

ｎ＝７４

性別 男 柵５ （４８
．
９）

女 ２０２ （５０
．
６）
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．
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．
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．
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．
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．
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．
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．
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．
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．
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．
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．
６）

（１
、
卑）

通園など 家庭 肉

幼稚園

保育園

その他

不明
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．
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資 料 表２ 事 故 種 類 別、 年 齢 階 層 別、 事 散 の 有 無 と 回 数
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辛発 生頻 慶＝Ｍ 目 閥 の事 故 合言 胴 数／対 象 著 数

年齢階層
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５０ （皇７，２） 王３ ｛２２．８）
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Ｏ
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．
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、
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．
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．
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Ｇ
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ｏ

ｏ
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．
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．
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ｏ
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．
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．
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．
１３

５ （３．９）
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．
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．
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．８）
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７
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０
．
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〇 （ｏ．ｏ）
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．
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．
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．
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Ｏ
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．
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ｏ）

０

０
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散 り

３９７ ｛９９．５）一 〇
．
ｏ至

２ （Ｏ，５）
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Ｉ
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．
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．
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．
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．
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５
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）
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．
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．
Ｏ
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．
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．
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．
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．
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．
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．
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．
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．
８）
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９）
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廻
一
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、
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．
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．
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．
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．
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．
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ｏ

０
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．
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．
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．
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０

０
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．
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資 料 表３ 年 齢 階 層 別、 手 当 て をした 事 散 の 有 無 仁回 数、 発 生 頻 度

瓢 幼児 の 事 敵 の 実 態
二

資 機３一

＊発 生頻 度：１蝸 闇 の 事 敬合 計 回 数／対 象 者 数

隼齢階層 全体 ２～７カ、月一尾 ８か 月 ～１歳児 ２ ～３ 歳 児 ４～ ６歳 児

（％） 雛 雛 人 （％） 雛 雛 人 （％） 雛 搬 （％） 雛 搬 人 （％） 雛 雛

金 事 散

ｎ＝３０８

手当てなし

手当てあり

、７８ （５フ．８）
Ｏ
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５９

１３０ （迎２１２夏

１９ （７３．１）
Ｃ． ２１

７ （２６．９）

８１ （６８．１）
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２） 各年齢 ぽおける 安全対策 の特徴

各年齢階層別に 安全対策調査票の回答を得点化

し算出 した安全対策合言十得点から安全対策合計得

点 率 を 算 出 す る と
、

２－７ ヵ 月 児 ８９．５％
、

８ ヵ 月 一ユ

歳 泥 ７９
．
７ ％

、
２－３ 歳 児 ７５．１％

、
４－６ 歳 児 で は ８０

，
７％

であった。 これらの安全対策合計得点率を比較 し

た と こ ろ、 ８ ヵ 月 一王 歳 捉 と 仁６ 歳 児 の 得 点 率 の み

有 意 差 は な か っ た が、 ２－７ ヵ 月 児 は 他 の ８ ヵ 月 一王

歳 児、２－３ 歳 児、４－６ 歳 児 よ り 有 意 に 得 点 率 が 高 く
、

２－３ 歳 児 は ８ ヵ 月一１ 歳 児
、

４－６ 歳 児 よ り 得 点 率 が

低 か っ た （表 ３）
。

表 ３ 安金 対 策得、点率平 均（年齢 階層 別

隼齢階属

得点 率 平均

くＳＤ）

２－７ ヵ月

８９
．
５（７

．
３〕
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．
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８０
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繕篇 率＝安全 対策 合言十煮ノ各隼 鶴 階穫安 金対 策の 満点（％）

３） 安全対策 と事故と の関連

（１） 安全 対策合計得点 率との 関連

さ らに
、

安全対策合計得点率を算 出し、
全数お

よ び各年齢階層において事故経験の回数と の相関

をみた （表逐）
。

その結果、
全数において 事故総数

で は関連は認め られなかった淋、 事故種類別では

瑚 るｊ という事故において有意に負 の相 関が認

め ら れ た （ｒ ｝ Ｏ
．１６）

。

各 年 齢 階 層 で み る と
、 ８ ヵ 月 一ヱ 歳 児 で は

、
吻

る」 と 「溺 湖 の事故についてそれぞれ有意に負

の 相 関 が 見 ら れ （「切 る 」 ：ｒ・一〇
．

２７
、

「溺 れ」 ：

ｒ＝一０．２１）、
ど ち ら も 安 全 対 策 合 計 得 点 率 が 高 い ほ

ど 事 故 回 数 は 少 な か っ た
。

２－３ 歳 児 で は、
ギ転 倒」

事 故 に お い て 有 意 に 正 の 相 関 が 見 ら れ （ｒ＝０，２１）、

安 全対策合計得 点率カ滴 いほ ど 「転倒」 事故が多

く な っ て い た。 他 の 年 齢 階 層 に お い て は、 相 関 は

認 め ら れ な か っ 危
。
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乳 幼 泥 の 牽 故 に影 響を 及 ぼ す 対 象 者 の 特 牲 との 関 遵 一１・

乳 幼 児 の 事 散 に影 響を及 ぼす 対 象 者の 特 性との 関 連

一 子ども側と養 育 者 側との要 因から一

【は じめに】

我カ潤 における乳幼児死亡の原因として不慮の

事故が多く
、

ｒ健やか親子２ｉ」 の主要課題に取り

上げられているように
、

その事故予防に対する取

り 組 み は 急 務 で あ る
。

事故の要因として、 事故を起こす子どもや養育

者 の 特性は何 かしらの関連がみ られる。 澤困ら

（２００２）の 調 査 で は
、

子 ど も の 性 別
、

き ょ う だ い の

有無、 母親の仕事の有無や世話をする人数
、

養育

者の育児負担感に差がみられた。

そこで今回、 事故予防のための介入を考案する

基礎資料とするため
、 胃記形式の記録による事故

経験を調査 し
、

事故に関連する子 どもと養育者の

要因を明らかにすることを胃的と した
。

尚
、

本稿では小学校入学前の乳幼泥を対象に、

小児の生活行動範囲を考慮し、 年齢階層を生後 ２

～７ か月、 ８ か月 ～１ 歳
、 ２～３ 歳

、 ４～６ 歳 に 分 類

し 検 討 を 行 っ た。

【研究方法】

調査対象：静岡県Ａ町周辺の３町に在住する乳

幼児のうち
、乎成１４年１１月 から平成１５年２肩 ま

でに乳幼児健診の対象となった児とそのきょうだ

い と し た
。

調 査 期 間 ： 質 間 紙 を 平 成 １４ 年 １０ 月 に 発 送 し、

平成１５ 年２月 までの回収分 を労析対象とした
。

調査内容：①調査期間中に経験 した事敬実態
、

②子 ども側の要因 Ｃ鰯１」、 きょうだい数、 出生順

位
、

生 活 形 態
、 住 暦 形 態

、 ） 、
③ 養 育 者 側 の 要 因

（子 どもを世話する大人の人数
、 母親の年齢と就

労
、

母親の育児困難感） とした
。

上記の①～③のうち
、
事故実態に関する調査は、

事故の有無と 「転倒一 晦 潮 など
、！４項員の種

類 別 に 事 故 の 回 数 を １６ 冒 間、 記 載 して も ら っ た
。

このうち
、

最初の２目間は事故に対する意識カ塙

ま っ て い る と 考 え
、

分 析 か ら 除 外 し た
。

尚 本 稿 で

は、 手 当 を 要 し た も の 事 故 に つ い て 分 析 し た
。

③養育者側の要因のうち、 育児負担感を測定す

る 尺 度 と し て、 川 井 ら（２０００）の 『子 ど も 総 研 式 ・

育児支援質問紙 （ミ レニニアム版）』 より、 育児の

印象を間う領域１の育児困難感Ｉ （育児への心配

や戸惑い
、 不適格感から成る） および育児困難感

Ｕ （子 どもに対するネガティ ブな感晴や攻撃・衝

動 性 か ら 成 る） の 尺 度 （Ｃｒ㎝ｂ 鮎 α 判、８０～０，９３）

を 使 用 し 危。 尚、 こ の 質 問 紙 は ０ 歳 児 版、 １ 歳 児

版
、 ２ 歳 児 版、 ３～６ 歳 児 版 と 年 齢 段 階 に 応 じ て 分

類されており、 対象の年齢に合わせた尺度を使用

し た
。

分析方法：事故実態を示す指標と して事故の合

計数を算出 し
、 子 どもや養育者の要因について統

計 ソ フ ト ＳＰＳＳｌ１ｊ を 使 用 し、 ｔ 検 定 お よ び 一 元 配

置分数労析を行った
。

倫理的配慮：質間紙調査の実施にあたっては、

事前に主任研究者がらの調査協カのお願 い状に、

屠佳自治体からの調査協力依頼を同封し
、

同意 書

を送付 しだ
。 同意書を返送した対象に質間紙を郵

送 し た
。

尚
、

データは個人が特定できないように処理を

し、 保管は鍵付きの保管庫で行った。

【結果】

１． 対 象 者 の 背 景

調査対象となっ た乳幼児は６８０名 で
、

そのうち

養育者の同意秘得られた乳幼児は４５５名 （同意率

６６．９％） で あ り
、

転 居 等 を 除 い た 回 収 数 は ４４０ 名

（回 収 率 ９６．７％） で
、

有 効 團 答 数 は ３８２ 名 （８６，８

％） で あ っ た
。

乳幼児の年齢は
、
１か月 から６歳６か月までで、

平 均 ２．３ 歳（ＳＤ＝１．６６）で あ っ た
。

そ の 内 訳 は ２－７ か

月 児 ７５ 名
、
８ か 肩 ～１ 歳 児 １１５ 名

、
２～３ 歳 児 １１９ 名

、

４イ 歳児７３名 であった。 養育者である母親の年齢

は １９ 歳 か ら ４２ 歳 ま で で、 平 均 ３０．４ 歳（ＳＤ＝４．０５）

で あ つ た。
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２． 事 故 実 態

事 故 は 手 当 を 要 と した お の と し
、１４ 胃 問 の 事 故

の一人あたりの 平均回数を指標とした （図１）。

事 故 回 数 は 全 体 で 平 均 ０．５ 回（ＳＤ＝１．０３） で
、

最

も事故の少ない年齢階層は２～７ か月児で、 他の年

齢 と の 間 に 有 意 な 差 が み ら れ た（ｐ〈０．０１
）
。

事故の種類別では
、

ｒ樹到」 と ｒ挟む」 の事故

カミ２～７ か 月 泥 で は み ら れ ず
、

「輯 到」 で は 他 の 年

齢 階 層 （ｐ〈０．Ｏｌ）と
、

峡 むｊ で は ８ か 月～ｉ 歳 児

（ｐ＜０価）と に 有 意 な 差 が み ら れ た
。

ま た
、

ｒ衝 突」

に お い て も ２～７ か月 児 が 最 も 少 な く、 ２～３ 歳 児 と

の 間 に 有 意 な 差 淡 み ら れ た（ｐ〈０．０５）。

３． 事故 実態と予 ども側 の要因との関連

１） 性別

全事故において、
全体では女児の方が事故回数

が多かったが有意差はみられなかった （図２）
。

年齢階層別では
、 蝸 歳泥において女児の方が

有 意 に 事 故 回 数カミ多 か っ た（ｐ〈Ｏ．０ｉ）。

事故の種類別にみると
、

ｒ轍到ｊ で女児が有意

に 事 故 が 多 く（ｐ〈０．０５）、 特 に ４巧 歳 児 に お い て 有

意 に 晦 倒」 が 多 か っ た（ｐ＜ｏ．０１
）
。

２） き ょうだい数 （図３）

全 事 故 に お い て
、

全 体 で は き ょ う だ い の 数 が “３

人以上” が最も事故が多く、 きょうだいのいない
“一 人 っ 子” と 有 意 な 差 が み ら れ（ｐ〈０．０５）、

特 に ８

か月 ～五 歳 に お い て 有 意 差 が み ら れ た（ｐ〈０．０５）。

事 故 の 種 類 別 に み る と
、

“３ 人 以 上” が 有 意 に

晦 倒」 の 事 故 が 多 か っ た（ｐ〈０．０５）。 年 齢 別 で は

樽 飲」 と Ｆそ の 他ｊ に お い て ８ か月一１ 歳 で “３

人 以 上” が 最 も 有 意 に 事 故 が 多 か っ た（ｐ〈Ｏ．０５
）
。

全 体

４ ～６歳

２～３ 歳

８か 月 川１歳

２ ～７か 月

０
，
０ ０ ０

，
２ ０ ０

，
４０ ０

，
６ ０ ０

．
８ ０ 、

．
Ｏ ０ １

．
２ Ｃ

平 均 事 故 回 数 紳ｐ＜Ｏ
．
Ｏ１

図 ２
．
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．
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．
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Ｏ ０ １

．
２ ０
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３） 出生順位

全事故、
事故の種類において、

全体および各年

齢層 共に出生順 位に有意な 差はみ られなかった

が
、

き ょ う だ い が い る も の の う ち
、 下 に き ょ う だ

いがいるか否か （図 ４） では、 全事故において ８

か月～１ 歳児 で下にきょうだいがいるものの方カミ

有 意 に 事 故 が 多 か っ た（ｐ〈ｏ．ｏｉ）。

４） 生活形 態 （図５）

乳幼泥の生活の主体が家庭内なの洲呆育園や幼

稚園に通園しているのかで比較してみると、
全事

故における事故実態は全体で通園 しているものの

方 淋 有 意 に 事 故カミ多 か っ 危（ｐ〈Ｏ．０５）鉋

しかし
、

噛 菊 においては
、

２～３ 歳児で家庭

内 に い る も の の 方 が 有 意 に 事 敬 か 多 かっ 危

（
Ｐ
〈０

．
０１）

。

５） 住居形態：住居には平屋一戸建て、
二階建

て の 一 戸 建 て、
集 合 住 宅カミあ っ たカミ

、
主 に 生 活 し

ている範囲を１階か２階以上かに分類し
、 検討し

た。 そ の 結 果、 ２～７ か 月 児 で は ２ 階 以 上 に 住 ん で

いるものの方カミ有意に事故が多かった （図６）。

事 故 の 種 類 で は、 ８ か 月一至 歳 児（ｐ〈Ｏ燗）、 ２～３

歳 児（ｐくＯ．０１）、 ４イ 歳 児（ｐ〈Ｏ伽）に お け る 吻 る」

で、８ か 月～１ 歳 児 と ２～３ 歳 児（ｐ〈０．０５） に お け る「や

けど」 で２階以上に住 んでいるものの方が有意に

事 故 が 多 か っ た。

４． 事故実態と養 育者側の要因との 関連

１） 子 ども を世話する大人の人数 （図７）

ま ず、 子どもと同居する大人の人数について比

較してみると
、

全事故において３人というもの方

が
、 事 故 淋 多 い 傾 向 淋 み ら れ た が

、
有 意 差 は み ら

れ な か っ た。
「切 る」 に お い て ２～７ か月 児 と ２～３

歳 児 で、
Ｆ輸 到」 に お い て ８ か月 ～１ 歳 児 で、 ３ 人

が 有 意 に 高 か っ た（ｐ〈Ｏ．０５）。

主に子どもの世話をする大人淋１人か２人以上

なのかでは
、

全体および８か月一１歳児で１人の方

淋有意に事故淡多がった
。

また
、

事故の種類では 曄尉到」 「衝突」 峡 む」

「や け ど」 で １ 人 が 有 意 に 多 く（ｐ＜０．０１）、 ８ か月

～１歳児と 蝸 歳児においては 「輸 瑚 で、２～３歳

児では ｒ切る」 で１人が２人以上と比べ有意に事

故カ葦多 か っ た（ｐ〈Ｏ．ｏｌ）。

全燃

４～６歳

２～３歳

８ か 月 ～ １ 歳

２～７か 月

Ｏ
，
Ｏ Ｏ Ｏ

．
２ ０ ０

－
４ ０ ０

．
俺 Ｏ Ｏ

．
８ ０ １

．
ＯＯ
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２） 母親の年齢 （図８）

全体では母親が ３５ 歳以上のものカ撮 も事故が

多く
、

母親の各年齢層との間に有意な差淡みられ

た（ｐ〈Ｏ．
０５）

。
特 に

、 ２４ 歳 児 に お い て 母 親 が ３５ 歳

以 上 と、 ３０～３４ 歳 と の 間 で 有 意 な 差 淡 み ら れ た

（ｐく０ 伽）。
「や け ど」 で も ３５ 歳 以 上 と、 ３０～３４ 歳

と の 間 で 有 意 な 差 淋 み ら れ 危（ｐ〈０．０５）。
「そ の 他」

では全体と８ か 恥１歳児において３５歳以上カ蝦

も 多 く、 ２５～２９ 歳 と ３０～３４ 歳 と の 間 で 有 意 な 差 淋

み ら れ た（ｐ〈Ｏ，０５）。

３） 母親の就 労状況

母親カ靖 職か無職かで比較 してみ 齢ミ
、
全事敵

、

事散の種類において
、

全体および各年齢層共に宥

意な差 はみられなかった。

４） 育児困難感

全 体 で 育 児 困 難 感 互 の 得 点 は 平 均

３
，
２（ＳＤ＝１

．
０３）

、
育 児 困 難 感 Ｉ１ は 平 均 ３

．
０（ＳＤ鴛０

．
９６）

であっ た。 年齢別にみると育泥困難感Ｉでは ２～７

か月児が最も高く、 他の牟齢で有意な差淋みられ

た（ｐ〈Ｏ，０１）。
育 児 困 難 感 Ｉ で は ２～３ 歳 児 が

、
最 も

高く
、
８か月刈 歳児との間に有意な差がみられた

。

Ｏ
．
フ２

０
．
碕 ８

、

全 体

Ｏ
・尋

１

０
．
Ｏ０

９
，
５５

４川６ 歳

ｉ
．
ｏｏ ：

一 ㌣ 一／一
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事故と育児困難感との比較では
、

全体でみると

育泥困難感が高くなるぽ ど事故回数が減少 してい

る傾向がみられたが
、

有意な差はみられなかった
。

２４ 歳児において育児困難感玉のランク ２のもの

が 最 も 事 故カミ多 く、 ラ ン ク 劣・５ の も の と 有 意 な 差

淋 み ら れ た（ｐ〈０．０１） （図 ９） 。

育児困難感Ｕではラ ンク１のもの淋最も事故が

多 く、 他 の 年 齢 と 有 意 な 差 が み ら れ た（ｐ〈Ｏ，０ｉ）（図

且０）
。
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２ ～ ３ 歳 １
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４
．
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【考察】

今回の事故実態の調査では
、

子どもや養育者の

特性淡影響を及 ぼ している こと が明らかになっ

た
。

ま ず
、

子 ど も 側 の 要 因 と し て 性 別 で は、 閏 申

（１９９０）や高橋ら（１９９０）によると男児の方カ淳 故淋

多いとの報告を得ていたが
、

本研究では男児より

も女児の方が事故が多かった
。

また、 子 どものきょうだい数や生活形態におい

て
、

き ょ う だ い 数 の 多 い も の
、 下 に き ょ う だ い が

い る も の、 通 園 し て い る も の に 事 故 が 多 く、 目 常

の子 ども同士の遊びなどの関わりの中でけカ陸 す

る機会が増加 したのもと 推測される
。

養育者の要因と しては
、

子 どもを実際に世話を

する養育者の人数カミ多い方が事散が少ないことか

ら、 大人の関わりの多さが事故を減少さぜること

を示 している。 また、 主な養育者である母親の年

齢が３５歳以上の事故が多いこと から
、
子 どもの活

動量に対 し
、

母親の体カや注意カの衰完から事故

を未然に防ぐことができないことカ拷 完られる。

養育者の育児困難感においては、 育児困難感カミ

高いものほど事故回数が少なかった。 特に２～３歳

児に著明にその傾向淡みられたことから
、

子 ども

の自我の芽生えから自己中 心１生カ拙 てきたところ

で
、

子 どもへの対応に不安を抱き
、

育児に対する

自信を失いつつある一方
、 そういう時期であるか

らこそ、 子 どもへの関心カ洞 き、 事故カ沙 なくな

っ て い る と 思 わ れ る。 ま た、 逆 に 予 ど も に 対 し
、

事故などが起きないように気を配っていること自

体が 育児困難感を招いて いるものと も考えられ

る。 こ の 育 児 困 難 感 と 事 故 と の 関 連 に お い て は、

今 後
、

検 討 が 必 要 で あ る。

これらのことから
、 子 どもの事故予防には養育

者の子どもに対する関わりの多さだけではなく、

子 どもの発達や行動 特性を理解 し、 事故予防対策

を事 前にと ることが重要 であることが示 唆され

た
。
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表５． 下 の きまう だ い の 有 無 と事敏の種類男ｊ事故回数
全 体 ２～７か月 箆 ８か 月 剛 歳 兜 ２～３歳 蝿 ４～６歳 児

事 故 の 種 類 項 昌 （ｎ；３８２） （炉フ５） （師＝１１５） （ｎ＝、１９） （ｎ＝７３）
１ 一 ■’ ■一 … ■ … ］…■ 一

平 均 １ Ｓ Ｄ 平 均 １ Ｓ ◎

一 １１』一 １■」■ １ ．１一■■工

平 均 １ ＳＤ 平 均 １ Ｓ◎ 乎 均 １ ＳＤ

一
下 に い な い

転 倒 ：

下１ い る
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２ １ ０

－
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・
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・
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．
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表６ 通園状況と事散の種類別事故回数
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．
ｏｏ Ｏ

．
００

⊥１ ■ １ ｕ 工一 ■［⊥［ｈ■ＨＩ ⊥ ■ 」 ■

２ 人

… ■ 」」 止 皿 ｕＬ 一一 １ 一 ■ １ 」 ⊥

交 通 Ｏ
．
Ｏ １ Ｏ

．
００ Ｏ

．
Ｏ １ ｏ

．
ｏｏ Ｏ

．
Ｏ １ Ｏ

．
ＯＯ ｏ

．
ｏ １ Ｏ

．
ＯＯ ｏ

－
ｏ １ ｛〕

一
００

３ 人 Ｏ．Ｏ
…

㎝ １

ｏ．ｏｏ ８，ｏ１ ０．ＯＯ
１＝ｌ

１

≡

Ｏ．０
０

１三１
１

一＿一＿。一一＿＿…＿

Ｏ
．
ＯＯ Ｏ

．
Ｏ１ ｏ

．
ｏｏ

４ 人 以 上 ０
．
ＯＯ ｏ

，
ｏ １ 〇

一
〇〇

一一上ｈ■■ ’■１－１
ｏ
．
ｏ〇
一

ｏ
．
ｏｏ

■Ｌ１⊥ ｕ
Ｏ
．
０ １

■ Ｌ 」 ■■■」■⊥■［Ｌ」 ｕ ’… ’ … ｝ 一 一 ■ ⊥■■■■ ■」 一□一

〇
．
０ …

…’」 ■ 止 Ｌ 止

砺 １

ｏ
．
ｏ ｏ

■ ⊥ 一１ ■■

噛 む
’一 ■ ■ ■ 」
２ 人 ｏ

．
ｏ１

≡
ｏ
．
ｏフ ０．ＯＯ

；１ｌ１
ｏ．ｏｏ Ｏ．Ｏ１ Ｏ．１２ ｏ．ｏｏ

３ 人
；：ｌ１

Ｏ．
ＯＯ ｏ℃ １ ｏ

．
ｏｏ Ｏ．ＯＯ Ｏ．Ｏ１ Ｃ．ＯＯ ｏ．ｏｌ ｏ．ｏｏ

４ 人 以 土
■一

ｏ
．
ｏｏ ｏ

．
ｏ ｌ 〇

一
〇〇 ｏ

．
ｏ １ Ｏ

．
ＯＯ ０

，
Ｏ １ Ｏ

．
ＯＯ ０

．
Ｏ １ Ｏ

．
ＯＯ

一 一１Ｉ１１■１ １一 一 １ 一 ■■⊥■■■ 」■ ■ ’ ■ ■ 一

π １

一 一

そ の 他 ２ 人 ｏ
．
ｏ １ Ｏ

．
２０ ｏ

．
ｏ １ Ｏ

．
ＯＯ ｏ

．
ｏ １

Ｏ
．
Ｏ

ｌ

０
．
３６ ｏ

．
ｏ １ Ｏ

．
ＯＯ Ｏ

．
ＯＯ

３ 人 ｏ
Ｉ
ｏ ｌ Ｏ

．
ＣＯ ０

・
Ｏ １ ０

．
ＯＯ ｏ

．
ｏｏ ０

．
Ｏ ｌ Ｏ

．
ＯＯ ｏ

．
ｏ １ Ｏ

．
ＯＯ

４ 人 以ニヒ ０．Ｏ１
≡

ｏ
．
ｏｏ ０

．
Ｏ ｌ ｏ

．
ｏｏ Ｏ

．
Ｏ １ ｏ

．
ｃｏ ｏ

．
ｏ １ Ｏ

．
００ ｏ

．
ｏ １ Ｏ

．
Ｃ０

一 ３７ 一



黙 幼 児 の事 故 に影 響を 及 ぼ す対 象 者 の 特 健との 鰯 連一 資 料５一

全 体 ２～７か月 児 ８か月 柑１歳児 ２～３歳 児 ４～６歳 蜆

事 散 の 種 類 項 目 （ｏ＝３８２） （ｎ＝７５） （ｎ＝ ５） くｎ＝１１９） （蘂＝７３）
」 ’ ■一 …

平 均 ＳＤ 平 均 ＳＤ 平 均 ＳＤ 乎 均 １ ＳＤ 平 均 １ ＳＤ

転 鰯
１ 人 以 下

２ 人 以 上

Ｏ
．
３ Ｏ

．
６５ Ｏ

．
０ ｏ

．
ｏｏ ｏ

，
３ １ Ｏ

．
６７ Ｏ

．
４ １ ０

．
６９

ｏ
．
１ Ｏ

．
２ ５ ｏ

．
ｏ ０

，
Ｏ Ｏ ｏ

．
ｏ １

… 一 ⊥■■ ｝ ■ 一
ｏ
．
ｏｏ

■■■■工１一
Ｏ
．
３ １ ０

．
蝸

Ｏ
，
５ … Ｏ

．
７９

。
．
Ｏ

ｌ
。
．
Ｏ。

転 蕗

１ 人 以 下

２ 人 以 上

’一 ■ ■ １ １ ’
；

Ｏ
．
１

ｌ

’ 皿 ！」■ ’ 皿山１ 」 ■
ｏ
．
１ Ｏ

，
６０ Ｏ

．
２ 三

．
２１ Ｏ

．
３０ Ｏ

．
１ １ Ｏ

．
３４

Ｏ
．
０ １ ０

．
００

Ｏ
．
Ｏ １ Ｏ

．
２４

ｏ
Ｉ
ｏ ０

．
１ ８ ｏ

．
ｏ ｏ

．
ｏ 〇

一 □ Ｌ … 皿１

Ｏ
．
１

１
Ｏ
．
２ ８

■Ｌ ■ ⊥ Ｌ ｕ 皿 …＾ 皿 … 一 皿 ｝ ■■ ■

１ 入 以 下
衝 突

２ 入 以 土

■■ ■■⊥■ … …ｕ…」■一一■■

ｏ
．
１

≡ 研 １ ６１尋夏
■

Ｏ
・
Ｏ

ｌ
Ｏ
・
ＯＯ

ｏ
．
１ ０

．
３ ４ ｏ

．
ｏ Ｏ

．
１ ２ ０

，
３ ６ Ｏ

．
Ｏ １ Ｏ

．
２ フ

Ｏ
．
０

土 一 ■ ■

ｏ
．
ｏｏ

Ｌ 」

ｏ
．
ｏ

止Ｌ … …

ｏ
．
ｏｏ

Ｌ 肚 Ｌ

ｏ
．
ｏ

皿 ■ 』 …

Ｃ
．
ＯＯ

止１」…」 Ｌ ⊥

ｏ
．
ｏ １ ｏ

．
ｏｏ

■ ■ 一１ 一 ■ ■ ｛ 一 ■ 一 １ １一 ■

１ 人 以 下 Ｏ
．
１ １ Ｏ

．
２３

Ｏ
．

堕 Ｏ
．
０Ｃ

Ｌ！

擦 む
ｏ
．
１ Ｏ

．
２碕 ｏ

．
ｏ Ｏ

．
００ ｏ

．
１ Ｏ

，
３９

≡

Ｏ
．
Ｏ １ Ｏ

．
２ １

≡

２ 人 以 上 Ｏ
．
０ Ｏ

，
ＯＯ ｏ

．
〇

一１…
ｏ
．
ｏｏ ｏ

．
ｏ ｏ

．
ｏｏ Ｏ

，
Ｏ １ ０

．
００ Ｏ

．
０ １ ０

．
００

■ ■■■ ⊥ Ｌ ■ ■■ ■■Ｌ■… ⊥川皿 』 ユ

切 る
１ 人 以 下

２ 人 以 土

ｏ
．
１ Ｏ

．
２４ Ｏ

．
Ｏ Ｏ

．
１２ Ｏ

．
０ Ｏ

，
２０ Ｏ

．
１ １ ０

．
２フ

吾
Ｏ
．
１ １ ０

．
３ξ

皿 Ｏ．２ ｏ．４１ Ｏ．０ ｏ．ｏｏ ｏ．ｏ１ ｏ
．
ｏｏ ０

，
３ １ ０

．
５０

１ 人 以 下
や け ど

２ 人 以 上

ｏ
．
ｏ ０

．
η Ｏ

．
Ｏ Ｏ

．
ＯＯ ｏ

．
ｏ 〇

一
２２ Ｏ

・
Ｏ

１
０
・
１９ Ｏ

．
Ｏ １ Ｏ

．
１７

ｏ
．
ｏ ｏ

．
９０ Ｏ

，
Ｏ ｏ

，
ｏｏ ０

．
Ｏ ｏ

．
ｏｏ ｏ

．
ｏ １ ｏ

．
ｏｏ Ｏ

．
Ｏ １ Ｏ

．
００

」 ■ 」 一 ト １ ’ １ １ ・ １ 一 ＝１ ■１ ■ １■１ Ｉ １１ １ ■

誤 歓

１ 人 岬

２ 人 以 上

０
．
Ｏ ｏ

．
０９ Ｏ

．
０ Ｏ

．
１２ Ｏ

．
Ｏ Ｏ

．
１０ ○乃 １ ０刀９ ｏ

．
ｏ １ ｏ

．
ｏｏ

ｏ
Ｉ
ｏ ０

．
００ Ｏ

．
０ Ｏ

．
００ 〇二０ Ｏ

．
００ ０

．
Ｏ １ Ｏ

．
ＯＯ

魏

１ 人 以 下

２ 人 以 上

Ｌ ⊥■■Ｌ ’■■■…■■ ’■■■１⊥■ ■■ ． ．．

Ｏ ρ い Ｏ Ｏ

Ｏ
．
Ｏ ０

．
ＯＯ ０

．
０ ０

．
ＯＯ ｏ

．
ｏ Ｏ

．
００ ０

，
０ １ ０

．
００ Ｏ

．
Ｏ １ ０

．
００

０
．
Ｏ Ｏ

．
ＯＯ Ｃ

．
９ Ｏ

．
ＯＯ ０

．
Ｏ ｏ

．
ｏｏ ｏ

．
ｏ １ ｏ

．
ｏｏ

■ ■ 一 一
１

－ Ｌ １ 』 」 一

溺 れ
１ 人 以 下

２人 以 上

０
・
Ｏ１ Ｏ

・
００

、
哩 １ ０ 側

Ｃ
．
Ｏ Ｏ

．
０ ５ ０

．
Ｏ ｏ

．
ｏ ｏ Ｏ

．
Ｏ ０

．
一 〇 ｏ

．
ｏ ≡ ｏ

，
ｏ ｏ

…

ｏ
．
ｏ Ｏ

．
０ ０ ｏ

．
ｏ

⊥ 』 ㎞

ｏ
．
ｏ ｏ

■■ 川 ｕ 山１ ■

ｏ
．
ｏ ０

．
Ｏ Ｏ

一一一一 一 一』ト ］山 … 皿 ’ｕ 一一… ｕ
ｏ
Ｉ
ｏ １ ｏ

Ｉ
ｏｏ ｏ

．
ｏ １ ｏ

．
ｏｏ

』Ｈ ■ ■１ ■ ’ 一 ■ ’■■ 一 ■ ■ 一 ■
⊥ Ｌ」 」

■
［
■

… 」 … ［
■

工
■
皿 ’ Ｉ■ Ｌ 」 ■Ｌ … …

，
止■ ⊥ 」 工Ｌ 」 ■ 止Ｌ ⊥ 一 ｕ 」 … 」山

■
Ｌ ■ ■ 』 止 」

引 く

｛ 人 以 下 ｏ
．
ｏ Ｏ

．
２１ ｏ

．
ｃ Ｃ

．
００ ｏ

．
ｏ ｏ

．
均ｏ Ｏ

．
Ｏ １ Ｏ

．
００

…
〇
一
〇

１
０
．
００

Ｏ
．
０ １ ０

．
ＯＯ

２ 人 以 上 ｏ
．
ｏ ０

．
００ ｏ

．
ｃ ｏ

．
ｏｏ Ｏ

，
０ ｏ

．
ｏｏ ｏ

．
ｏ １ ｏ

．
ｏｏ

咬 む
１ 人 以 下

２人 以 上

ｏ，ｏ ｏ．０８ ｅ．ｏ 〇一〇〇 ｅ．ｏ Ｏ．Ｃ６ ⑪ｏ π Ｃ．０１ ０．１７

ｃ
．
ｏ ｏ

．
８０ ｅ

、
⑪ ｏ

．
§§ ｅ ６ 逃 智

．
Ｏ １ ９

．
００ ｏ

．
ｏ １ ｏ

．
ｅｏ

’ …

｛ １ 人 以 万

父 通

２ 人 以 土

ｏ
．
ｏ ｃ

．
６§ ｏ

．
ｃ 萄

．
暮８ ⑪

．
§ ｃ

、
§竈 ８

、
§

…
ｏ
．
む⑪

葦
Ｏ
・
Ｏ １ ０

・
ＯＯ

ｏ
．
ｏ ｏ

．
ｏｏ ｃ

．
§ §

．
０８ §

．
§ 暮

．
ｏｃ

… Ｌ■」止
ｏ
．
§ １ ｏ

．
§導 ｏ

．
８ １ ｏ

．
ｏｏ

１ 人 以 下

一 Ｌ 一
一
⊥ 一 → ’

一
一

一
一 一 一

一
一 一一

一
→ 一 ’ 一 一

噛 む
ｏ
．
ｏ ｏ

．
０５ ａ

．
ｏ ｏ

．
ｏｏ ｏ

，
ｏ ８

．
ｏ§ ⑰

．
§ １ ⑪

．
０９

帖 卿

Ｏ・Ｏ１ Ｏ・ＯＯ
２ 人 以 上 Ｏ

．
０

’ 一 」 ⊥ 川

０
．
Ｏ Ｏ

■Ｈ１ ＾ １一一■

ｏ
．
ｏ ０

．
Ｏ Ｏ ｏ

．
ｏ

■ ■ ■

§
．
ｏ ｏ 〇

一
〇 １ ｏ

．
ｏ ｏ

■ 一■ 一 １ 一 」 ■」 ■ 一 山 … 止 一 … 川 一 ’ ■ ■」 ■ ■ ■ …

そ の 他
１ 人 以 下

２ 人 以 上

ｏ
．
ｏ Ｏ

．
１６ ｏ

．
ｏ ｏ

．
ｏｏ ｏ

．
ｏ ｏ

．
３０ ｏ

．
ｏ １ む

．
ｃｏ 〇

一
〇 １ ｏ

，
ｏｏ

ｏ
．
ｏ Ｏ

．
ＯＯ 〇

一
〇 Ｏ

．
０ ０ ０

．
Ｏ ｏ

．
ｏ ｏ ｏ

．
ｏ １ ｏ

．
ｏ ｏ ｏ

．
ｏ １ ｏ

．
ｏ ｃ

表９ 子どもの世 話をする大人の火数と事故の種類別箏故回数

金体 ２…７か 月 児 ８か 月 ～１歳 兜 ２～３歳 児 ４～６歳 児

察 故 の 種 類 褒 目 ｛ｎ＝３８２） （ｎ＝７５） （冊＝、１５） ｛ｎ＝１１９） （ｏ＝７３）

平 均 １ ＳＤ 平 均 １ ＳＤ 平 均 １ ＳＤ 平 均 １ ＳＤ 平 均 １ Ｓ０

転 倒
有 職 ０

．３１ ０
．
６２

ｌ１ｌ１
Ｏ．ＯＯ ０・３１ ０．６３ Ｏ．４１ Ｏ．６７ ０．毎１ Ｏ．６９

無 職 σ２ １ Ｏ
．
５４ ｏ

．
ｏｏ ０

．
２ １ ０

．
４４ ２

、
邊 Ｏ

．
６９

■］」」」… 一 拙

０
．
６３

皿’上■
π α・ 口 蕨

■

０．篶 ０
．
２６

一１…」

転藩 宥職 〇一１１Ｏ．２３

１汁１１

ｏ．ｏｏ
無 職 ｏ

．
ヨ １ ｏ

，
７０

、
坦 １

○ 砥
’

１
．
３５ Ｏ

．
Ｏ １ ０

．
３１

一』…㎞一■■■Ｌ一 ■■■ ■^■■ 」 ■ Ｌ ■ 一■’１■■ …

可 依

■山 一 ■ ’ 」■■■ 一 ■Ｌ＿ ＿＿＿ 一 ↓ ・ 」 １ 」

衝 突

有 職 ｏ
．
ｏｏ ｏ

．
ｌ ｌ Ｏ

．
２２

無 職 Ｏ．
Ｏ１ ０．１

３
’ ’ ⊥」… ■… … ’ ’ … … … ’ ’ ’ 』 ■ 」 皿 ■［Ｌ…⊥… ＾

ｏ
．
ｏｌ

ｏ
．
１ １ ０３９

一 …
石 汀 禰

’一１ ■ユ ■１■■■■

挟 む
有 職 ｏ．１

≡
…

Ｏ，２８ Ｏ．００

ｏ．ｏ
１ ｏ．１９

糾 協 ・

無 職 Ｏ
．
０ １ Ｏ

．
２３ ｏ

．
ｏ １ ｏ

．
ｏｏ ｏ

．
１ １ Ｏ

．
３５ ｏ

．
ｏ １ ｏ

．
禍 ｏ

，
ｏ １ Ｏ

．
１６

■ Ｌ ’ 一一 ■■

切 る
有 職 ｏ．１１ ０．２６ ｏ．１１ ０．２３ ｏ

．
１１ Ｏ

．２
フ ｏ

．
、 １

ひ１ｌ

Ｏ
．３

１ ０
．
Ｏ１ Ｏ

．
１９

無 職 ｏ
．
１ １ ０

．
２４ ｏ

．
ｏ １ Ｏ

．
１３ αｏ ｌ Ｏ

．
１２ ０

．
２５ ０

．
１ １ Ｏ

．
ゑ２

■Ｌ皿⊥Ｌ⊥ … …… 一 一一 ’ 一 ’ Ｌ １ ’１ 」１

や け ど
有 職 Ｏ

．
０ １ ０

、
鴻 ｃ℃ １ ０

Ｉ
ＯＯ ｏ

．
１ ≡

αｏ
ｌ

Ｏ
．
２７ ｏ

．
ｏ １ ０

．
１６ ｏ

．
ｏ １ ｏ

．
ｏｏ

無 織
ｉ

０
．
Ｏｌ ０

．
η αｏｌ Ｏ．ＯＯ ｏ，１７

１ 甜
ｏ．１９

’ 一 ＾ ’ 一 一 ’ ’ 止 一 Ｌ ＾［⊥」 一 一一一一 一 一^ ｛一一 一一’ 一 一一 ’」■工一⊥

○ 刀 １

Ｌ ｒ 一 ■」■■■一 』 一１■ ■ 」 」 』 川 山 止 ｒ■■ 一 一 一

８

．
ｏ

ｏ

」 Ｌ 皿

ｏ

，

ｏ ㌻

■

Ｏ
．

２ ２

Ｌ［山 ’」

誤 飲
有 職 ｏ．ｏ１ ｏ．０９ ｏ．９１ ９．ｏｏ

１
：
ｌ１

８．粥 ｏ
．
ｏｏ

無 職 ９＝
９１

○ 碕
■
◎
、
ｏ§

器 １
５．苛３ ｏ．ｏ◎

…』
８幻 １ ｏ．篶 ｏ．ｏ１ ｃ．ｏｏ

■ ■ ■ ■■⊥ ■ ⊥ １ ■ ’ ’ 一 ■■ 」 ■ ■ ■ 』 １［’ … 山 Ｉ ■■ … ■ ■⊥

§
．

ｏ 葛

■
ｕ ……止

窒 息
有 職 ８

．
ｃ竈 ○お １ 簑

．
§ｏ 〇

一
ε １ ｏ

，
９⑪ ○カ １ ｃつｏ

無 職
器 １・

ｏ
．
ｏ◎

■，■皿、■１ 一１ 音１
ｅ
．
ｏｏ

Ｉｕ ■
螂 ⑪．§ｃ 拙 ｏ．ｏｅ ｏ．６１ Ｏ．０Ｃ

止 １１一
」

■ 一
」 」ｕ …

■
一■■■山１ ’ 一■１ ■ ■ ■ ■ ■■ ■ Ｌ 」 」 ⊥ ｕ Ｉ』Ｌ ■■■■■

溺 れ
有 職 Ｏ．Ｃ９ ｏ

．
ｃｏ

ｌｌｌ１
ｏ
．
１６

；
ｏ
．
ｏｌ ｃ

．
ｏｏ ｏ．ｏ１ ｏ．ｏｏ

無 職 ０
．
Ｏ １ ｏ

．
ｏｏ

．
ユ 簑 ｏ

．
ｏｏ

』 ＾ 』皿■
ｏ
．
ｏｏ 』 ．

理 １ ８
．
ｃ ｏ

皿一 ＾Ｉ ｕ

Ｇ
．
ｏ １

■ １■ ■ ■工 一 ■ Ｌ ■ 」 』 ’

ｏ

．

ｏ ｏ

⊥ ［■ ’■■Ｌ １１Ｉ １ 一 ■一ユ」 止』 皿… … ■ １ ■ ■ 』 川 … ’ 「 ■■ 皿 ’ ■Ｉ’⊥ ■

弓１く
有 職

１
１
ｌ１

Ｏ．００ ｏ
．
ｃ１ Ｏ

．
ＯＣ ○幻 １ ｏ

．
ｏｏ Ｏ

．
Ｃ１ ｏ

．
ｏｏ ｏ，ｏ１ ｏ．ｏｃ

無 職 ０
，
２６ ｏ

．
ｏ １ ｏ

．
ｏｏ ｏ

．
１ １ Ｏ

．
棚

■ ＾
Ｏ
，
Ｏ １ ｏ

．
ｏｏ ｏ

．
ｏ １ ｏ

．
ｏｏ

」■Ｌ止山…１ ’ 」一■Ｉ一… 一 一 帖 一 ＾ 一 ■

咬 む
宥 織 Ｏ．０

１ Ｏ．ＯＯ Ｏ，
０１ Ｏ

．
００ ０

．
０１ ｏ．ｏｏ

１ｌ１
１

Ｏ．００ ０．Ｏ１ ｏ．ｏｏ

無 職 ｏ
．
ｏ １ ｏ

．
０９ ｏ

．
ｏ １ ｏ

．
ｏｏ ｏｏ

…
ｏ ｏｏ ０

．
００

一ｕ■■ユ ■■■ ■ ■■⊥皿 Ｉ－１’１ ’ ’■■１ｕ 一 一１■
石 Ｔ１

… ■⊥皿 ＾ ’ 一 １ １ ■ ← ■■』止…

Ｏ
．
Ｏ １ Ｏ

．
２２

＿ ＿ 一 ＿亘 ’ ＿ 一

交 通
有 職 Ｏ

．
ＯＯ ０

．
Ｏ １ ｏ

．
ｏｏ ０

．
Ｏ １ ｏ

．
ｏｏ Ｏ

，
Ｏ １ Ｏ

．
００ Ｏ

．
Ｏ １ Ｏ

．
ＯＯ

無 職 ｏ
．
ｏ １ Ｏ

．
ＯＯ ○刀 １ 〇

一
〇〇 ０

．
Ｏ １ 〇

一
〇〇

瑚

ｏ
．
ｏｏ

■⊥］■…」⊥’■ 撚
ｏ
．
ｏｏ

一■」■１■■ ■■’■■■』■Ｉ－Ｉ１■１１＾ ｕ］……■ １ ’ … 一一 一 一 …

㍗ 舳 τ

■ 」⊥
巧 亙 デ 蘭

’ １１■」■１ …１

噛 む
有 職 ｏ

．
ｏ ｌ Ｏ

．
０９ Ｏ

．
１６ ｏ

．
ｏｏ

無 織 Ｏ．Ｏ１ Ｏ．ＯＯ ○刀１ ｏ
．
ｏｏ ≡

撤
ｏ
．
ｏｏ ｏ．ｏｊ

ｏ．ｏｏ
一 一 一 … ’ ［^ … 一’ ’ ’ ＬＬ 一 … 一 ■■一■ ■ 一 ■ 川 ⊥止」■■

そ の 他

宥 織 ㎝
１

Ｏ
．
０ ０

≡
ｏ
，
ｏ ｌ ｏ

．
ｏ ｏ 江 ０ １ ｏ

．
ｏ ｏ

■１■ ■

ｏ
．
ｏ ｏ

■ｕ」■

０
．
０

■■」』

ｏ
．
ｏ ｏ

無 織 ○ 篶 Ｏ
．
司９ ひｏ ｌ ０

．
ＯＯ Ｏ

．
０ １ Ｏ

．
３６ ㏄ １ Ｏ

．
ＯＯ ０

．
Ｏ １ Ｏ

．
ＯＯ

表１０ 母親の就労状況と事故の種類別事故回数
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熱幼 児 の 議 故 に影 響を及 ぼす 対 象 煮の 特 性 との 関 遵 一 資 料６一

全 体 ２～７か月 児 ８か 月 ～１歳 児 ２～３歳 児 ４川６歳 兜

箏 故 の 種 類 項 墨 てｎ二３８２）
一

｛ｎ＝７５） （炉１１５） （ｎ＝１１９） （ｎ＝フ３）…』 … … 一 ⊥

平 均
…

Ｓ Ｄ

ＬＬ ■ ’ ■ ■一

平 均 １ Ｓ Ｄ

■，一 」一 Ｌ ］川⊥■

平 均 １ ＳＤ 乎 均 １ ＳＤ
＾■

平 均 １ ＳＤ

転 倒 ２４ 歳 以 下 ０
．
２ … ０

．
５８

…
ｏ
．
ｏ １ ｏ

．
ｏｏ Ｏ

．
３ １ ０

．
６２ ｏ

．
４ １ ｏ

．
フ４ ０

．
Ｏ １ Ｏ

．
００

２ ５ 川 ２９ 歳 ０
．
２ … Ｏ

，
５３

…
０
－
Ｏ １ Ｏ

－
ＯＯ Ｏ

・
１ １ Ｏ

・
３３ Ｏ

．
４ １ ０

．
篶

３０～ ３４ 歳
１

ｏ・６１ ｏ・５０

Ｏ
．
３ １ ０

，
６フ ｏ

．
ｏ １ ｏ

．
ｏｏ Ｏ

，
３ １ ０

．
８６ Ｏ

．
３ １ ０

．
５０

３５歳 以 上 二 坐 ０フ３ ⑪
．
ｏ１ ｏ

．
ｏｏ Ｏ

．
３１ ０

．
６１ Ｏ

．
フ１ Ｏ

．
８８

Ｏ・４１ ０－８７

Ｏ
．
４ １ ０

．
７４

転 藩 ２ ４ 歳 以 下 ｏ
．
ｏ ｌ ｏ

．
ｏｏ ｏ

－
ｏ １ ㎝ ８ ｏ

．
ｏ １ ｏ

，
ｏｏ ｏ

．
ｏ １ ｏ

．
ｏｏ Ｏ

．
Ｏ １ Ｏ

，
ＯＯ

２ ５ ～ ２９ 歳 ｏ
．
１ １ ｏ

．
８８ θ

．
４ １ １

．
９６ ８

，
２ １ ０

．
３８

…
Ｏ
．
０ １ ０

．
１５

８
．
１ ｌ Ｏ

，
２５

…

３ ０ ～ ３４ 歳 ｏ
，
ｏ１ ｏ

．
１９ ｏ

．
ｃ １ ｏ

．
１フ ω １ Ｏ

－
２２ ０

．
Ｏ １ ０

．
ＯＯ

３ ５ 歳 以 上 ｏ
．
１ １ ｏ

．
鵜

…
む
，
０ １ ０

．
００ ｏ

．
１ ｌ ｏ

．
２フ Ｏ

．
２ １ ０

．
６フ

’ ’１１１ ⊥ 」 ■ ■ ■ ⊥

衝 突 ２ ４ 歳 以 下

山 ｒ １１■一 ’ 一一・ 一＾ 一］ ］ …一 ’一一 一 一 一 一 一 ’亘■… 一１ ■ ⊥

晦 欄
’

９
＝
Ｏ １ Ｏ

．
Ｏ Ｏ

一 ’■ ■ 工 １Ｌ■１ ■
ｏ
．
ｏ １ ｏ

．
ｏ ｏ ｏ

．
ｏ ｌ ｏ

．
ｏ ｏ

！

〇
一
〇

１
ｏ
・
ｃｏ Ｏ

．
１ １ ０

．
５２

２ ５ ～ ２９ 歳 ０
．
Ｏ １ Ｏ

．
２０ Ｏ

．
Ｏ １ Ｏ

．
００ Ｏ

．
Ｏ １ Ｏ

，
２０ ０

．
三 １ ０

．
２５

，
Ｏ
．
１ １ Ｏ

．
２２

３ ０ ～ ３４ 歳 Ｏ
．
ｌ １ Ｃ

．
３４ ｏ

．
ｏ １ ｏ

．
１７ Ｏ

．
ｌ １ Ｏ

，
５２

３ ５ 歳 以 上 Ｏ
．
１ １ ０

．
５２ ｏ

．
ｏ １ ｏ

．
ｏｏ Ｏ

，
Ｏ １ Ｏ

．
ＯＯ

〇
一
１ １ ０

・
３６ ｏ

．
ｏ １ ｏ

．
ｏｏ

…

■ ■■■ Ｌ 川 … 一 Ｉ■ Ｌ 一 』ＬＬ 」［ 」川…⊥■ ■■」■ユ■！１■■一止■■■■

Ｏ
・
３ １ Ｃ

・
７３ Ｃ

．
１ １ ０

．
５２

挟 む ２ ４ 歳 以 下 Ｏ
．
０ １ ０

．
１９ Ｏ

．
Ｏ １ Ｏ

．
ＯＯ Ｏ

．
１ １ Ｃ

．
２９ ｏ

．
ｏ １ ｏ

．
ｏｏ Ｏ

．
Ｏ １ ０

．
ＯＯ

２ ５ ～ ２ ９ 歳 ０
，
１ １ ０

．
２９

…
Ｏ
．
Ｏ １ Ｏ

．
００ ０

．
司 １ ０

．
４２ Ｏ

．
ｌ １ Ｏ

．
２５ Ｏ

．
Ｏ １ Ｏ

．
ＯＯ

３ ０ ～ ３ ４ 歳 Ｏ
．
Ｏ １ ０

．
２３ Ｏ

・
Ｏ

１
Ｏ
・
００ Ｏ

．
１ １ ０

．
３５

Ｏ
．
１

ｌ
Ｏ
．
２３ ｏ

．
ｏ

ｌ
ｏ
．
ｏｏ

Ｏ
．
Ｏ１ ０

．
２１ Ｏ

．
Ｏ １ ０

．
η

３５歳 以上
’ ⊥ 』 皿 … 一… ㎞ …一■一’ ■一 １ 叶 ⊥ ｕ … …１

ｏ
．
ｏ １ ｏ

．
ｏｏ

…＾皿 … ■Ｌ’
Ｏ
．
１ ｌ Ｏ

．
２２ Ｏ

．
１ １ Ｏ

．
３５

Ｏ
．
０ １ ０

．
Ｏ Ｏ

… ］ 』 一 ⊥｛ 山 一 ⊥ 」 」■１１ ■ １ ’ ≡’１ ’■ 一 ’’■’ ’ ■一 Ｌ ＾ 一 一

切 る ２ ４ 歳 以 下 Ｏ
．
０ ≡ ０

．
００

妻

Ｏ
．
１

ｌ
Ｏ
．
２９

Ｏ
．
Ｏ１ ０

．
ＯＯ ｏ

．
ｃ １ ｏ

．
ｏｏ ｏ

．
ｏ １ ｏ

．
ｏｏ

２ ５ ～ ２ ９ 歳 Ｃ
，
０ １ ０

．
２０ ０

．
１ １ ０

．
２４

Ｏ
，
１ １ Ｏ

．
２２ Ｏ

．
Ｏ １ Ｏ

．
１７ Ｏ

．
Ｏ １ ０

．
渦

…

Ｏ
．
１ １ ０

．
２９

…

３ ０ ～ ３ 埠 歳 Ｏ
・
１ １ ０

・
２５

Ｏ
・
１

１
Ｏ
・
４５

３ ５ 歳 以 上 Ｏ
．
１ １ Ｏ

．
２６

ヨ

Ｏ
・
１

１
０
・
２８

０
．
Ｏ ｌ Ｏ

．
ＯＯ ０

．
Ｏ １ Ｏ

．
００ Ｏ

．
１ １ ０

．
３１

や け と ２４ 歳 以 下 ０
・
Ｏ １ Ｏ

・
ＯＯ Ｏ

．
Ｏ１ Ｏ

．
ＯＯ Ｏ

．
Ｏ １ Ｏ

．
００ 珂 ０００

’ ＿．、
盟

．
１
．．

ρ
二
堕

．

２５ ～ ２ ９ 歳 Ｏ
．
Ｏ１ Ｏ

．
ＯＯ Ｏ

．
Ｏ １ Ｏ

．
２０ Ｏ

・
１ １ ０

・
２５

０
・
Ｏ １ Ｏ

・
ＯＯ

Ｏ
・
Ｏ

１
Ｏ
・
１９ Ｏ

．
Ｏ １ Ｏ

．
００

３０ ～ ３ ４ 歳 ０
．
Ｏ １ ０

．
１１ Ｏ

，
０１ ０

．
００

≡

Ｏ
．
１ １ Ｏ

．
２２ Ｏ

．
Ｏ １ Ｏ

，
ＯＯ Ｏ

．
Ｏ １ Ｏ

．
００

３ ５ 歳 以 上 Ｏ
．
１ １ ０

．
２ ６ ｏ

．
ｏ ｌ ｏ

．
ｏ ｏ

川 一 … ■ Ｌ■ 一

ｏ
．
１ １ ｏ

．
２ ７

一’■１Ｌ’’’１■１一■、 山’ 一一一■『

Ｏ
．
１ １ ９ ２ 呈 Ｏ

．
ｌ １ Ｏ

．
３ ５１一 ’ １

誤 飲 ２４ 歳 以 下 Ｏ
，
Ｏ １ ０

．
ＯＯ ○刀 １ ０

－
ＯＯ ０

．
Ｏ ｌ Ｏ

．
ＯＯ

≡

ｏ
．
ｏ １ ｏ

．
ｏｏ ０

．
Ｏ １ Ｏ

．
００

２５ ～ ２９ 歳 ０
－
Ｏ １ ０

．
０８ Ｏ

．
Ｏ １ Ｏ

．
２０ ０

．
Ｏ １ ０

．
ＯＯ ｏ

．
ｏ １ ｏ

．
ｏｏ

０
．
Ｏ １ ０

．
１１ ｏ

，
ｏ １ ｏ

．
ｏｏ

…

Ｏ
，
Ｏ １ ０

．
１６ Ｏ

．
Ｏ １ Ｏ

．
１５

ｏ
・
ｏ １ ｏ

・
ｏｏ

３０ ～ ３４ 歳 Ｏ
．
０ １ ０

．
ＯＯ

３５ 歳 以 上
＿

００
一

胆
．

０，０１ ０
．Ｃ

Ｏ
’ ｕ■ 山 皿』 山 ■」

０－
Ｏ１ ０

．
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窒 息 ２ ４ 歳 以 下 ｃ
．
ｏ １ ｏ

，
ｏ ｏ Ｃ

・
Ｏ １ Ｏ

・
Ｏ Ｏ Ｏ

．
Ｏ １ ０

．
０ ０
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０
，
０ １ ０

．
００

２５ ～ ２９ 歳 ０
．
Ｏ １ Ｏ

．
ＯＯ

亘
ｏ
．
ｏ １ ｏ

．
ｏｏ

Ｏ
．
Ｏ ≡ ０

．
ＯＯ

≡

Ｏ
－
Ｏ １ ⑪

．
００ ｏ

，
ｏ １ ｏ

．
ｏｏ Ｏ

．
Ｏ １ ０

．
ＯＯ

３０ ～ ３４ 歳 ０
－
Ｏ １ Ｏ

．
ＯＯ ｏ

、
⑪ １ ｏ

．
０９

…
○カ １ Ｃ

．
００ ｃ

．
ｏ ｌ ｏ

．
ｏｏ

…

８
．
ｏ １ ｏ

．
ｏｏ

３５ 歳 以 土 ｏ．ｏ１ ｏ．ｏｏ
、

理 五
．
坐 虹

一 ＿
堕 ｏ ㈱

一
ｃ．９１ ｏ．８０

」』…■止
ｏ
，
ｏ １ ｏ

．
８む ｏ

．
暮 １ ｏ 側

１ 一 ■干■■■ 一１１一
岨 主

」
四 ｐ

。．

溺 れ ２４ 歳 以 下 〇
一
〇１ ｏ 側 む

・
ｅ１ む

・
ｏｏ Ｏ．Ｏ１ ０，ＯＯ

２５ ～ ２９ 歳 〇
一
〇 ｌ ｏ

・
ｏｏ ｏ

．
ｏ １ ｏ

．
ｏｏ ｏ

．
ｏ ｌ ｏ

．
§ｏ ｏ

．
⑪ １ ８

．
ｏｏ

ｏ
．
ｏ ｌ ｏ

，
ｏｏ

Ｏ
．
Ｏ １ ０

．
ＯＯ

３０ ～ ３茸 歳 Ｏ
・
Ｃ

１
Ｏ
・
０８ ｏ

・
ｃ １ ｏ

・
ｏｏ ｏ

．
ｏ １ ｏ

．
１６

ｏ
．
ｏ １ ｏ

．
ｏｏ ｏ

．
ｏ １ ｏ

．
ｏｏ

〇
一
〇 １ ０

・
００

§ 蟻 以 よ

弓１く ２逐 歳 以 下

０
，
０１ ０

．
００

Ｏ
．
０

■
ｌ

〇
一
〇〇

≡

ｏ
．
ｏ １ ｏ

．
ｏｃ Ｏ

．
Ｏ １ Ｏ

．
ＯＣ

Ｏ
．
Ｏ １ ０

．
ＯＯ

；
Ｏ
．
Ｏ １ Ｏ

．
ＯＯ Ｏ

．
０ １ ０

．
ＯＯ ｏ

．
ｏ １ ｏ

．
ｏｏ

２５ ～ ２９ 歳 Ｏ
．
０１ ０

．
ＯＯ Ｏ

．
Ｏ １ ０

，
ＯＯ Ｏ

．
Ｏ １ Ｏ

．
ＯＯ

！ １
Ｏ
．
Ｏ １ ０

．
ＯＯ Ｏ

，
Ｏ １ Ｏ

．
ＯＯ

」

３０ Ｈ ３４ 歳 Ｏ
．
Ｏ ｌ Ｏ

．
３２

≡
Ｏ
．
Ｏ １ ０

，
００ Ｏ

．
１ １ ０

．
６４

≡

ｏ
．
ｏ ｌ ｏ

．
ｏｏ

…

Ｏ
．
０ １ ０

．
００

３５ 歳 以 上 Ｏ
．
０ １ ０

．
ＯＯ Ｏ

．
Ｏ １ ０

．
ＯＯ Ｏ

．
Ｏ １ ０

．
００ ｏ

．
ｏ １ ｏ

．
ｏｏ

１■ 一 ■
Ｏ
．
０ １ ０

，
ＯＯ

一 ■ 一 一１一■ ｒ １ Ｌ 」

咬 む ２４ 歳 以 下 ０
．
Ｏ １ ０

，
ＯＯ Ｏ

．
Ｏ １ Ｏ

．
ＯＯ

ヨ
Ｏ
．
Ｏ １ ０

．
００ ｏ

．
ｏ １ ｏ

．
ｏｏ Ｏ

．
Ｏ １ Ｏ

．
ＯＯ

２ ５ ～ ２９ 歳 ０
．
Ｏ ｌ Ｏ

．
０８ ０

－
Ｏ １ Ｏ

・
ＯＯ ㎝ １ ０

，
ＯＯ ０

．
Ｏ １ ０

．
ＯＯ

Ｏ
．
Ｏ １ Ｏ

．
０８ Ｏ

．
Ｏ ｌ Ｏ

．
ＯＯ ０

・
Ｏ １ Ｏ

・
ＯＯ

０
・
１ １ Ｏ

・
２２

３ ０ ～ ３４ 歳 ０
．
Ｏ ≡ Ｏ

．
ＯＯ
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乳幼児 の事 故予 防 プロ グラ ムの評 価

一事 故実 態の 介入群 非介入 群の 比較 一

【は むめに】

事故予防 プ１コグラム で介入が行われた介入群 は
、

非介入群 よりも、
事故が少ない事が予測された

。

そ のため
、

介入後の調査の介入群と非介入群
、

さ

らにべ一スライ ンスタディと介入後の事故実態の

比 較 を 行 っ た。

この章 では仮説４：介入群は非介入群より事散

が少ない、 仮説５：介入群は介入後 に事故が減少

す る
、

に つ い て 論 じ
、

仮 説 ４ の 一 部
、

介 入 群 と 非

介入群の事故実態の差に関連する 要因 については、

「乳幼児の事敬予防 プログラムの評価一対象の背

景と介入前後の事故変化との関連 から一」 で論 じ

る
。

【研究方法】

対象：介入前調査と同様、 静闘 県Ａ町周迎３町

村に在住する乳幼児のうち
、 平成至逸年王鵬 から平

成王５年 朋 まで に乳幼 泥健診の対象となった子 ど

もとそのきょうだいとした。 上記期間申の乳幼 児

健診において、 本研究の事 故予防 プログラムを実

施 した健診の受診者 およ びそのきょうだいを介入

群 と し
、 従 来 保 健 セ ン タ・一 で 行 な わ れ て い た 指 導

のみの 健診 を受 けた 者およ びそのきょうだいを葬

介 入 群 と し た
。

調 査方法二 前回調 査において調査協カ に同意が

得られた養育者に対 して、 調査依頼文および調査

用 紙 を 郵 送 に て 送 付 し、 回 収 を 行 っ た。

調 査期 間：平成１５年９月 からｉ１月

調 査 項 目 ； ① 事 故 ： ｒ転 倒１ 晦 落」 な ど、 １４

項員の 種類別 に事故の回数と手当の内容 を
、

１６目

間記載 しても らった
。

うち最初の２目間 は事故に

射する意識カ塙 まっていうると考え
、 分析から除

外 し た。 ② デ モ グ ラ フ ィ ソ ク デ ー タ と し て 前 回 調

査から変化が生 じうる家族背最、 母親の就業の有

無
、

前 回 調 査 以 降 の 出 産 の 有 無 と し た
。

ま た
、

事

故予防介入 プロ グラムの印象についても質間項胃

と し た
。

分析では、 介入前後での事故実態の変化を示す

指 標 と し て、（１）王４ 目 間 に 事 故 が あ っ た か な い か、

（２） １４ 員閲の事故の合計数（３）事故があった日数

を 指 標 と し た
。

統 計 ソ フ ト ＳＰＳＳ１１５ を 使 用 し
、 有

意 水 準 を Ｏ．０５ と し て、 〆 検 定
、 平 均 値 の 差 の 検

定、 隷 応 の あ る ｔ 検 定 を 行 っ た。

【結果】

同意が得られた養 育者の 数は３９９名 であり
、

転

居 世 帯 を 除 い 危 回 収 数 は ３４４ 名、 回 収 率 は ８６．２％

であった。 うち介入諜１７１名 （き ょうだい６８名含

む）、 非 介 入 群 １７３ 名 （き ょ う だ い ５９ 名 含 む） で

あ つ た
。

王． 対 象 騎 栓

年齢は、 介入後の調査時点での平均年齢は、 介

入 欝 ３．４９ 歳
、

葬 介 入 群 ３
．
５６ 歳 で あ り

、
７ 歳 児 が

全体で８名 （介入群３名、 非介入群５名） いた
。

年 齢
、

性 別
、 同 居 の 人 数 と も、 介 入 群 非 介 入 群 に

有意な差はなかった
。

２、 事 故 実 態

五） 事故全体

（１）事故の有 無

事 散 が あ っ た も の が 介 入 群 は １５０ 名 （８７．７％）、

非 介 入 群 は ！５２ 名 （８７Ｉ９％） で、
事 故 の 無 か っ た

者 は 介 入 群 ２王名 （王２．３％）
、

非 介 入 群 ２王名 （１２，１％）

で あ つ た （表 １）。

表１亡 事 故 の 有 無

介 入 群 鴇 １葬介 入襟 ％ 合言十 鴉

事 故 な し ２１ ２１

事 故 あり １５０ ，５２

４２ １２
．
２％

３０２ ８７
，
８路

合計 閉 η３ ３４４

一 ４２ 一
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表 ２－１
、

事 故 合 計 数

平 均 猿 ＳＤ

事 故 合 談 介 入 群 ６
．
６０ １２

．
０６」

手 当 な し 介 入 群 ５．フＯ 椚
．
９６

非 介 入 群 ５
，
６５ ７

，
９２

手 当 あ り 介 入 群 ０
，
９０ １

．
篶」

表２－２、 手 当 あり の 事 故 の 内 訳 合 計 数

家 庭 で 手 当 介 入 群 Ｏ．８０ １
，
０５

０
，
０９ ０

，
３８

０
．
Ｏ｛ ◎

、
、ヨ

葬 介 入 群 Ｏ
．
０， ０

．
０８

（２）事故の合計数

介 入 群 は ６
．
６０ 幻 ２

．
０６ 件

、
非 介 入 群 は ６

．
３４±８

．
００

件で、事散数は非介入群の方がわずかに少なかった。

さ ら に
、

手 当 な し
、 手 当 あ り （家 庭 で 手 当

、
病 院 に

か か っ た）、 い ず れ も 非 介 入 群 の 方 が 少 な か っ た が、

有意差は認められなかった。 入院して手当をした事

故 数 は ほ ぼ 同 じ で あ っ た （表 ２－１ ２－２）
。

（３）事故があった目数

介 入 群 は 皇
．
０９± ３

．
６２ 目

、
非 介 入 群 は ４

．
３５±３

．
７１

胃で、 冒数は介入群の方カ沙 なかったカミ
、

有意差は

認められなかった （表３）
。

表３． １４日 聞 の 事 故 の あ った 日 数

平 均 値 ＳＤ

２） 事故の種類別批較

事故は
、

訂轍到」「転落 パ 衝突」「はさむ」 固 る・

ささる」「やけ ど」「誤飲」「窒息 ゴ おぼれる」 「ひっ

ぱる」ｒ咬まれる」ｒ噛まれ 刮 ｒ交通事故」ｒその他」

で 分 け 危。 こ の う ち 咬 通 事 故」 は、
介 入 分、 非 介

入 群 と も Ｏ 件 で あ っ た。
箏 故 の あ っ た 介 入 群 ４

，
０９ ３

．
６２

日 数 非 介 入 欝 ４
，
３５ ３

．
７、

（１）事故の有無

表 ４ の 通 り で あ り、
介 入 群、 非 介 入 群 と も ほ ぼ 同

じ割合で審故経験淋あった
。

介 入 群 ％ 非介入 群 ％ 合 計 ％

転 倒 な し ４８ ２８
．
洲 ５２ ３０．概 １００ ２９．洲

あ り 、２３ ７１．９路 １２１ ６９．９路 ２通４ フｏ
．
９路

転 落 な し 柵 ６ ６２．眺 柵 ８ ６２
，
４路 ２司４ ６２．２鴉

あ り ６５ ３８．Ｏ％ ６５ ３フ．鰍 １３０ ３フ
．８毘

衝 突 な し ９３ ５４
．
鰍 ８９ ５１

．
４鴇 １８２ ５２．９鴉

あ り ７８ 卒５
．
鰍 ８４ ４８

．６
鴨 １６２ ４７．禍

挟 む な し １３３ η
、
８鶉 １４５ ８３

．
８％ ２７８ ８０，８％

あ り ３８ ２２
，
２鴨 ２８ １６．

２兜 ６６ ヨ９．２跣

切 る ・ささ れ る な し １４２ ８３．
ｏ瑞 泌９ ８６．洲 ２９１ ８４．６跣

あ り ２９ η
．
Ｏ鴨 ２専 １３．９跣 ５３ 禍．洲

や け ど な し 禍 ７ ９７
．
洲 １６９ ９フ、洲 ３３６ ９フ．フ％

あ り ４ ２
．
３跣 専 ２

．
鰍 ８ ２

．
３路

誤 飲 な じ 打 １ １００
．
脇 禍 ９ ９フ

、
フ賭 ３４０ ９８．眺

あ り ０ ０
．

眺 ４ ２
．
３協 ４ １

．
２暁

窒 息 な し １フｏ ９９．鰍 １６７ ９６
．
５％ ３３７ ９８．Ｃ跣

あ り １ ０
．
６路 ６ ３

．
５瑞 ７ ２

，
眺

溺 れ る な し 蝸 ８ ９８，
２賭 〃 ０ ９８．３％ ３３８ ９８．３路

あ り ３ １
，
８鴉 ３ １

．
フ鴨 ６ １

．
７％

引 っ ぱ る な し 、５１ ８８
－
３兜 価 ０ ８６．７

％ ３０１ ８７，５呪

あ り ２０ １コ
．
フ鶉 ２３ １３

．
３蒐 ４３ １２．５尭

咬 羨 れ る な じ １６３ ９５．３鴨 １６９ ９フ
．７

％ ３３２ ９６．５暁

あ り ８ ４
．
７盟 ４ ２

．
３％ １ ２ ３

．
５％

噛 ま れ る な し １５８ ９２．鰍 １５８ ９１．３％ ３１６ ９１
，
９琵

あ り 柵 ７．６％ １５ ８．７％ ２８ ８
．

棚

そ の 他 の 事 散 な し １６２ ９４．７毘 η ０ ９８．３瑞 ３３２ ９６
．
５路

あ り ９ ５，３跣 ３ ヨ．洲 １２ ３
．
５跣

表４ 事 故 の 種 類 別 で み た事 散 の 有 無
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乳 幼 児 の 事載 予 防 プログラム の 評価 一 対 象の 背 景と介 入 前後 の 事 故 変 化との 関 連 から一、１、

乳幼 児 の 事 故 予 防 プロ グラ ム の 評価

一 対 象 の 背景 と 介 入 前 後 の事 故 変 化 と の関 連 か ら一

【は じめに】

我 淋国の 乳幼児 の不慮 の事故 は他 の先進諸 国

に比 べ多発 してお り、 予 防活動の 必要性が示 唆

さ れている。
各 地域、

自 治体にお いてさま ざま

な 事故予 防策カミ講 じら れて いる現 状である。 本

稿 では
、

われわれ の作成 した事故 予防 プロ グラ

ム の 効 果 に つ い て
、

「仮 説 ６ ： 介 入 騨 は
、

非 介

入群 より育児 困難感 が低 減 し
、

事 故か少なく
、

安 全対策を 実施 して いる」 の面 から評 価検討 す

る
。

【研究方法】

対 象 ：介入前 調査と 同様、 静岡県Ａ町周 辺３町

に在住 する 乳幼児 のう ち
、 平成呈４年１１月 か ら平

成１５年２月 ま でに乳幼 児健 診の対象と なった子

どもと そのき ょう だいと した
。

上記期 聞中の 乳

幼児健 診に おいて
、

本研 究の事故予 防介入 プロ

グラ ムを 実施 した健 診の受診 者およ びそのき ょ

う だいを介入 群と し
、

従来保 健セ ンタ ーで行 な

われて いた指 導のみ の健診 を受けた者 および そ

のきょ う だい を非介 入群と した
。

調 査方 法： べ一ス ライ ンスタ ディ （介入前）

にお いて、 調 査 協カ に同意 が得 られた 養育者 に

対 して
、

介入 後調査 の調査依 頼文お よび調査用

紙を郵 送にて 送付 し、 回収 を行った。 調査帰 紙

の内容 は
、

対 象者の 調査 時点の年齢 階層に合 わ

せ た
。

調 査期 間： 平成１５年９月 から１王月

調 査項目：① 調査期間 中に経験 した事故実態
、

② 母 親の育 児困難 感
、

③ 安全対策 実施状 況の

３ 点 と し た。 注 お
、

デ モ グ ラ フ ィ ッ ク デ ー タ と

して前 回調査 か ら変 化淋生 じうる家族 背景
、

母

親の就 業の有 無、 前回 調査以 降の出産 の有無と

した
。

ま た
、

事故予防 介入 プログラム の印象 に

つ い て も 質 間 項 胃 と し た
。

① 事故実態 に関する 調査

安 全対策につ いて の質間に 回答後、
晦 倒」

「転 潮 な ど
、

１４項 目の種類 別に 事故の回 数と

手 当 の 内 容 を至６目 間、 記 載 し て も ら っ た
。 こ の

う ち
、

最初の ２費閥 は事故に 対する 意識が 高ま

っ て い る と 考 走
、 分 析 か ら 除 外 し た

。

② 母親⑳育児困難感

仔 ども総 研式・ 育児支援 質聞紙 （ミ レニア

ム版）」
ｏ より、 育児の 印象 を間 う領域１の育児

困難 感Ｉ （育 児への 心配や戸 惑い
、

不適格感 か

ら成る） およ び育児 困難感ｎ （子 どもに 対する

ネ ガティブな 感情や攻 撃・衝 動性 から成る） の

尺度 を使用 した。 な お
、

本質 間用紙 は発達段 階

を 考 慮 し、 Ｏ歳 捉、 １歳 児 群、 ２歳 児 群
、

３歳 ～６歳

児 （３歳捉以 上） に分け られている ため
、

そ れぞ

れに 該当する 質簡踊 紙 を送付 した
。

③ 安全対策の実施状況

べ 一ス ライ ンス タディ 同様、 調査 時点での 年

齢に 合わせ該当 する年 齢階層 の調査用 紙を使用

し た
。

分 析では
、

介 入前後 での事 故実態 の変化 を示

す 指 標 と し て、
① 事 敬 総 計、 ② 事 故 増 加 数、 ③

事故 総数のう ち手当て を必要 と した 事故の確 率

を そ れ ぞ れ 算 出 し た
。

統 計 ソ フ トＳＰＳＳ１２ｊ を 使

用 し
、

ｔ検 定およ び一 元配置 分散分析 を行っ た
。

な お
、

本稿 はべ］ス ライ ンスタ ディ から王年後

調 査 の 分 析 結 果 で あ り、 年 齢 階 層 の４区 分 は
、

８

ヵ 月 一１歳 捉 （べ 一 ス ラ イ ン ス タ デ ィ 時 １２－７ヵ 月

児） 、 ２歳 児 （同 ：８ヵ 月 一１歳 児）
、

３歳 児 （同 ：

２－３歳 児）
、

４歳 以 上 （同 ：遂一６歳 児） と 表 記 す る
。

倫 理的 配慮 ：データ は個人 が特定 でき松 いよ

うに処 理を し
、

保 管は鍵 つき の保 管 庫で行な っ

た
。

一 蝸 一



乳幼 撮 の 事 敬予 防 プロ グラム の 評価 一 対 象の 背 景と介 入 前後 の 事 故 変 化との 関遵 から一一２一

表王 対象 者 数

年齢階層 人 数 （％） 介 入 ■ 非 介入

８ヵ 月一１ 歳 兜

２歳 児

３歳 泥

４歳以 上

６７名 （１９．９）

９９名 ｛２９．４）

８６須 （２５．５）

８５考… （２５．２）

３２名 ／３５名

δ召■考５

考ｏ■ 蝸

蛎 ■４０

【結果】

１． 対 象 者 の 背 最

同意淡 得られた養 育者の数 は３９９名 であり
、

転

居 世 帯 を 除 い た 回 収 数 は３４４名 、 回 収 率 は８６．２％

であった
。 回収 された 調査用紙 に含まれ る妨析

対 象 の 乳 幼 児 は３３７名 で
、

介 入 群王７至名
、

非 介 入

弾王６６名 であった。 年齢 階層 によ る内訳 では８ヵ

月 一１歳 児６７名 （介 入 群３２名
、

非 介 入 群３５名）
、

２歳 児９９名 （介 入 群５４名
、

非 介 入 鮮４５名）
、

３歳

児８６名 （介 入 群４０名 、 非 介 入 群４６名） 、 迅歳 以 上

８５名 （介 入 群４５名、 非 介 入 群４０名） で あ っ 危。

２ 子 どもの属 性 と事 故変 化と の関 連

１） 性別 （表２）

８ ヵ 月 一１ 歳 児 の 男 児 で は、
介 入 灘 の 方 淋 事

故 総言十は多く
、

介入 前 よりも増 加 して いる が

有 意差は 見られな かっ た。２ 歳児の男児 は、 介

入群 の方 が事 故総 計は少 なく
、

特に介 入後 に

は 有 意 に 事 故 の 減 少 が 見 ら れ た （ｐ＜．０５）
。

４歳 泥以上で は、女児の 事故総計 は非介入 群の

方 秘 多 い 傾 向 に あ っ た。

８ ヵ 形 五歳捉 の女提 において
、

介入 群の方

が 手当てを 必要と する 事故 の確 率が 高い傾 向

に あ っ た
。 ２ 歳 児 の 介 入 群 で は、 女 児 の 方 が 手

当て を必要と する事 故を起こ してい た
。

２） きょ うだ い数 （表 ３）

一人っ子 の場 合
、

非介入 群 の方が 介入 群よ

り 事故総 計の 多い傾 向が 昆られ
、 下 にき ょう

だいがい る子 どもで は介入 群 の方に 事故 秘多

い傾 向に あった が有 意差は 認め られ なかっ た
。

どの年齢 階級 のき ょう だい数 にお いて も
、

介入 鮮の 方カミ手 当て を必要 と した事 故の発 生

確 率カ塙 い 傾向 は見 られた が
、 有意 差は認 め

ら れ な か っ た
。

３） 出生順 位 （表４）

８ ヵ 月 一１ 歳 児
、

２ 歳 児 で は、 第 １ 子 の 場 合

に 非介入群 の 方が事 故総計 は 多い傾向 に あっ

た。 ま た、 第 ２ 子
、

第 ３ 子 の 場 合 に は、
介 入

群に おいて 事散 総計 秘多い傾 向カミ見 られた
。

いず れも有意 差はな かった
。

手当て を必要 と した 事故 につ いて は
、

出 生

頗、 介入の有無 による差 は認め られな かっ た
。

表２ 性別による事散変化との比較

８ヵ月一１歳 児

Ｎ Ｍ ＳＤ

２歳児 ３歳蜆 ４歳児以上

Ｎ Ｍ ＳＤ Ｎ Ｍ ＳＤ Ｎ Ｍ ＳＤ

事散総言千

事散の増 加数

（０２年 →０３年）

事故総数に対す
１

男児

１非介み群

女児
非介入群

男児

女児
非介入群１

１４

２１

１８

紬

１２
．
３６ １６

，
５６

６
，
３８ ５

，
９ ５

９
，
５０ ２ξ

．
２７

１０
．
２１ １３

．
１４

２４ ７
，
５８ ９

．
２５ ２８ ４

，
８９ ６

．
７３ ２０ ５

，
１０ ６

．
２８

２０ １０
．
６５ １２

．
８８ ２０ ３

，
４５ ２

．
尋均 ２０ ２

，
９５ ２

．
５３

２９ ７
．
７６ １３

．
８８ １２ ４

，
５０ ５

．
１４ ２５ ３

，
３２ ３

．
０９

２５ ８
，
１２ ８

．
０１ ２６ ４

．
７フ ４

．
７１ ２０ ５

，
２０ ８

．
００

１４ １１
．
２１ １６

．
３，

２１ ４
，
４３ ６

．
１９

２４ －３
．
７１ フ

．
６１ ２８ －０

，
４６ ５

．
７８ ２０ ２

，
２０ ６

一
フ６

］・
２０ ２

．
６０ １２

．
９０ ２０ －４

，
Ｏ０ ７

．
５１ ２０ －０

，
８５ ５

．
７３

１８ ７
．
８９

１４ ８
．
５７

２３
．
８８

１３
．
４フ

２９ －Ｏ
．
２４ １５

．
２２ １２ ０

，
７５ ５

．
８８ ２５ ０

，
２８ ２

．
６４

２５ －Ｏ
．
尋０ ８

．
６４ ２６ －１

，
５４ ５

．
４９ ２０ ０

，
５５ ５

．
９専

１３ ０
，
１８ ０

．
２３

１７ ０
．
１フ Ｏ

．
３３

１９ ０
，
１６ ０

．
２０ ２４ ０

，
３４ ０

．
３ξ １９ ０

．
卑１ ０

．
３４

１７ ０
，
１１ ０

．
１９ １８ ０

，
３８ ０

．
３３ １６ ０

，
３８ ０

，
４２

一 重７ 一







乳 幼 泥の 事 敬 予 防プログラム の 評 緬 一 対象 の 背 景と介 入 前 後 の 事敬 変 化との 関 遵 から一一５一

５） 住居 形態 （表６）

住 居 形 態 の 違 い で は
、

事 故 総言十
、

増 加 数
、

手

当 ての 必要 な事 故の発 生確 率に 差は認 められ な

か つ た
。

表６ 住居形態による事故変化との比較

８ヵ月一１歳ヨ亀 ２－３歳 児

Ｍ ＳＤ

箏故総計

平屋一戸建て
牒 芥 臓

１一一一 一一 廿
１
２ 階 以 上 一 戸 建 て

１
・・・・・・…

１＿＿
集 合佳 宅１階

屏控瀦
峰 合娃宅３階

ト ー １

Ｎ Ｍ ＳＤ

ユ、
干 畷 里１１

■■Ｌ■
爾 煎 王

■■

Ｎ Ｍ ＳＤ Ｎ Ｍ ＳＤ

ヨ６

フ
．
Ｏ０ ７

，
９４ １ ，８

．
Ｏ０ ３ ２

，
６７ ０

．
５８ ３ １０

．
６フ

６，３３ ６
．
１８ １９ ，１

．
８９ １２

，
９専 ２８ 卑

．
４６ ４

．４２ ２３ ２１７４

２
．
３８

１３
，
３２

５
，
５４

２
．
４５

２３
．
６０ ４５

．
１３

１３
Ｉ
００ ７

．
０４

フ ４
，
００ ２

，
８９

司１ ８
，
９１ ８．

９２

２ １
，
００ １

，
埠、 ３ ２

，
６７ ０

．
５８

６ ６
，
８３ ２

．
９９ ５ ８

．
６０ １１

，
８フ

、毎
．７司 ２０．５９

１７．６フ ２６．３９

毎
．
００ ４

，
２４

０
，
５０ ０

，
７１

３
，
００

４
．
ｏｏ

７ ６．５７

８ ６
．
７５

苧舘苧竿１珊腿ザ

３ ９
．
６７

４ ４
．
００

１３，０４

８
，
０１

９
，
８１

２
．
フ１

２ ２
．
Ｏ０ １

．
４１

３
，
５０ ０

一
フ、

３ ２
，
３３ ２

．
３１ 尊

．
２５ ３

．
逐０

専 １
，
７５ １

，
７１ １

．
７５ 、

．
７１

１ ３４，００ ０
．
００

１ ４
，
００ １

Ｉ
ＯＯ

３ ７
．
００ フ

．
９４

皇鰭以上、戸建て
は 歴 エ エ ・・１・

率
．
２奉 ６

．
４９

輸 佳宅ヨ
激 泌 翫 ㌧

．
１・・・・ ・・…

＿山．＿
暇 獄 整に蛋

」
舳 ・．柵

１卓て牟 ２０
．
６０

，６６フ ２６，３１

７ ４
．
１４

１ ８
，
ｏｏ

３
．
３９

事故の増加数

（０２年 →０３年）

３０ －１．５７

１９ ３．８４

フ ー６
．
１４

１１ １
，
４５

７ －３
．
５７

８ ０．、３

１３．６２

１３，３３

η
．
５８

６
，
１１

２
．
フ６

３
．
４０

４ フ
．
２５ ３

．
３０ ４ ０

，
２５ ２

，
０６

３ －１
，
６７ ５

．
５８ ３ ９

．
００ コ３

．
２３

２７ －１
，
３３ ５

－
７１ ３２ １

，
５９ ５

．
２２

２８ －３
．
７コ ７

．
４…… ２３ －０

，
３９ ２

．
７９

２ ０
，
５０ ２

．
、２ ３ －２

，
３３ ８

，
３９

６ 一、
．
６フ ５

．
ｊ３ ５ －３

．
８０ １０

，
７６

５ 、
、
３３ ４

．
５５ ２ １

，
５０ ０

，
７１

３ 一、
．
６７ ５

，
５１ ４ －１

，
００ １

，
４１

一０５０

３．５４ ３

０
．
７｛ ４ 一６

，
２５ ６

．
４０

Ｏ
．
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乳 幼 児 の事 故 予 防プログラムの 評 樋 一 対象 の 背 景と介 入 前 後 の 事 故 変化との 関 連 から一・６．

３． 養 育者 の属 牲 と事 故変 化と の関 連

１） 同居 す る大 人 の人 数 （表 ７）

３ 歳児の介 入群 では犬人淋 ２人の 場合より、

３ 人の 方淋 事故 の増加 数にお いて 有意に 減少

し て い た （ｐ〈．０５）
回

手 当て を必 要と した 事故の 発生 確率 にはほ

と ん ど 差 は 見 ら れ な か っ た
。

２） 母 親の 年 齢 （表８）

８ ヵ 月一１ 歳 児 の 介 入 群 に お い て
、

２０ 歳 以 下

の母親 に最 も事 故が 多く、 他 の年 齢と 有意差

が み ら れ た（ｐ＜
．０５）。

ま た
、 ４ 歳 児 以 上 の 非 介

入 群で は
．

２５ 歳 以下の母 親に事故が 多く凡 他

の 年 齢 と の 間 に 有 意 差 が 認 め ら れ た （ｐ〈、０５）。

８ ヵ 月一１ 歳 児、 ２ 歳 児、 ４ 歳 児 以 上 で は
、

母

親 の年齢 に関係 なく 介入 群の 方に 手当て を必

要 と し危事故 が多い 傾向 が見 られ たが
、 統計

学 的 な 差 は な か っ た
。

３） 母親 の 就労 の有 無 （表９）

８ ヵ 月一１ 歳 児 で は、 有 職 の 母 親 に お い て
、

介 入群の方カミ有意 に事故総計 は多く、２歳 児で

は、 非 介入群 の方が 事故 総計 は 有意に 多か っ

た
。

ま た
、

２ 歳 児 で は 介 入 群 に お い て 母 親 の 就

業の有 無を比 較 したとこ ろ、
無職 の母 親の 方

が 事 故 総 計 は 多 か っ た（Ｐく．０５）
。

専歳 児以土の介 入群で は
、

手当て を必 要と

する事 散の発 生確率 にお いて 無職 の母親 の方

が
、 有 職 の 母 親 よ り も 有 意 に 高 か っ た（ｐ〈、０５）。

表７ 大 人 の 人 数 による箏 散 変 化との 比較
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表８ 母 親 の 隼 齢 による 事 散 変 化と の 比 較

８ヵ月一１歳 児 ２歳 児 ３歳 蝿 ４歳 捉 以 上
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表 柵 調 査 時 盧 で の 育 児 困 難 感 Ｉ
、 正（命 入・非 分 入 群 別）

な
ＳＯ

ｏ
．
７ ９

０
，
９ ５

０
，
８ ７

０
．
９４

’■皿
蕊 亙

■
ｒ 嬬 触 玉 ■

ポ 所
皿
！ 記

■
了 、

’
１
’
初

■
１
■
ξＤ

－ １ ４ －ｉ －１・一 一 １ …
４０ ヨ ３ ０８

≡
Ｏ
．
１０ ４ ５ １ ３

．
Ｏヰ ； Ｏ

．
９ ３

∫ ｌ １

１
．
１ ５

一 一 一１

ｏ
．
９ ７

４６ ２
，
９６ ０

．
９ ２

表１， 葡 駆 灘感の介入前後噌の麹ヒ

迅．
育児困難感と事故変化との関連

１） 介入後ρ調査瞭煮における育児困難感 （表

王Ｏ）

育 児 困 難 感 Ｉ の 得 点 は ２．９５±Ｏ．９９ 点、 育 児 困 難

感 ■ で は ２．９７±０．９１ 点 で あ り、
介 入 群 と 非 介 入 群

は ほ ぼ 同 じ 得 点 で あ っ た。

２） 介入前後での変化 （表１Ｉ）

育 児 困 難 感 Ｉ は、
介 入 群 に お い て 介 入 前 ３．２王±

ｉ
．
０６ 点

、
介 入 後 悼 ２

，
９６±０

．
９４ 点 で あ っ た

。
非 介 入

群 で は
、

介 入 前 ３
．
１７±王

、
０３ 点

、
介 入 後 は ２

．
９３± １

．
０３

点と
、

いずれも低下しており、 有意差が認められた

（Ｐ＜
，
０！）

。

育 児 困 難 感 ｎ で は、
介 入 群 の 介 入 前 ３．０９±０．９５ 点

、

介 入 後 ２．９３圭Ｏ，９２ 点 で あ っ た
。 非 介 入 群 で は、

介

入 前 ２
．
９５±１

．
００ 点

、
介 入 後 ３

．
ＯＯ±０

．
９０ 点 で あ っ 危

。

対応のあるｔ検定を行なったが
、

どちらの群も有意

差は認められなかった。

介入群

育蝿茎灘感玉 育蝿嚢憾Ｉ

Ｍ ｓ Ｄ
㍍

■Ｌ⊥

轟

■■

１
．
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分入前 舳 棚 Ｚ９５ １伽
搬 羊 …獄 ダ 面 １個 二 ・。・…

非く０１

３） 事故合計と安全劾策得点との銑較

介入の効果を見るために、
事故総計と安全対策合

計得点率について比較した結果を表王２に示した。介

入群では育児困難感Ｉ， ｎともに
、

育児困難感が強

いほど安全対策合詳得点率は低く、
有意差が認めら

れ た （ｐ〈．０５）。 非 介 入 群 で は 育 妃 困 難 感 Ｉ
，

ＩＩと も

に同 じよう在得点であり、有意差は昆られなかった。

また、 育児困難感と事故総言十においても有意差は屍

ら れ な か っ た （表 １２）
。

表 〃 育 児 困 難 感 と 事 散 合 計
、

安 全 対 策 樗 点 の 変 化

事 故 総 言十 事 敏 の 増 加 数 １安 全 嚇 策 合 計 碍 点 率
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表１３ 育児困難感１と事故種別国数との関 遵

介入群
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転 倒
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．
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．
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，
０１ ０

．
９１

１２ ２
，
９２ ２

，
９２ ０

．
フ９

１６２ ０
．
９０

３ １
，
１６

垂） 事故 種 類と の庵 較 （表１３）

種類別 の事 故 の有無 と育 児困難 感Ｉ とＩ正を 比

較 した が
、

対象者 全体 では介 入 の有無 は関係 な

く
、

どの事故 にお いて も有 意な 差は認 められ な

か つ た
。

【考察】

今 回、 子 どもの 事故 予防策 と して 行 なった介

入の 効果測 定 を目的 に 調査を 行った 淋
、 介入 前

後で の明確 な 事散件 数の 減少 は見られ な かった。

し た カミっ て、 仮 説 「介 入 群 は、 非 介 入 群 よ り 育

児 困難 感カミ低減 し、 事故 が少 なく
、

安 全対策 を

実施 して いるｊ は棄却 され た。

子 どもの属 性との関連 におい ては
、

介入群 の２

歳 男児 の事故 が有意 に減 少 してい たが
、

介 入プ

ロ グラ ム実施 からの 時闘 経過 を考 慮す ると他 の

要 因 からの影 響を受 けて いる こと も考 完られ た
。

調 査方 法につ いては 検 討が必 要 である と．思われ

た
。

き ょう だい数 では、 き ょう だい 淋多 いほ ど事

故 回数 は多く、 胃常 の子 ども 同土 の関 わりの 申

で けがを する機 会が 増加 するこ とを 示 してい る
。

ま た
、

子 どもの 出生 順にお いて 第１ 子 の非介 入

群 に有意 に泰故 が多 かった こと
、

母 親淋 若い ほ

ど事 故回数 淋多 かっ 危こと か ら
、

事 故予 防対策

の指 導にお いて は、 養 育者 が子 ども の発 達課題

一 ５４ 一









乳幼 兇 の 箏 故 予防 対 策 プ向 グラ ム の評 価 一 介 入簿 と 非 介入 群 の 安 全 対策 実 施 璃 の比 較 か ら 一．３．

考え られ た
。 今後 継 続的 な介入 による 安全 対策

の指導 を行 い
、

事故 実態や 安全対 策の 実施 状況

と いっ た介 入の効 果 を測 定していく こ とが 考え

ら れ る
。

ま た、 効 果測 定には今 回 の介入 以外 のマス コ

ミ 等に よる 啓発、 子 ども淋通 園す る施設 か らの

指 導な ど様々 征子 ども の安全 に関 する情 報な ど

が複 合 的な影 響 を
、

介入 群、 非介入 騨共 に受 け

てお り
、

介入 プロ グラム だけ の効果 を測 定す る

こと はできな かったと考 えられた。

こ のよ うな介 入以 外の影 響カミ考 えられ だの で、

介入 が印 象に残 って いる 対象 のみ に限定 して
、

さ らにスク リー ニ ングに より 実施さ れた個 別指

導 の 効 果 を 検 討 し た。 そ の 結 果
、

介 入 プ ロ グ ラ

ムに加 え て個別 指導 を行っ た群 で介入 淋印 象 に

残って いる 対象 は
、

介入 プロ グラムの み の対象

より も安 全対策カミ実 施さ れてい た項目 淋 みられ

た。 こ の 項 目 は、 介 入 時 に 配 布 し た パ ン フ レ ッ

トの各 年齢 階層 で発 達段 階に起 こりや すい 事故

と その 予 防を強 調 した 内容 と一 致 して おり
、

個

別 指導 により 家庭 内の 安全 対策が 実施 され
、

介

入 の効 果が 現れる 可能 性が示 唆 され危。 す なわ

ち、 安 全対策 の実施 に は、
一 般的 な事故 予 防介

入 のみ でなく、 個別 性 を考慮 した介 入か 必要 で

ある ことが考 えられた
。

（文 責：員沼 千尋）
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質問紙

１
川‘’川 川 川 川 川 山‘ …’一 … 山 ｝■ …’… 川 川一’‘’川 川 川‘ 山 … …

㍗

… 平 成 年 月 日 生まれの ！
！ ！
、 お子 さまに つい ての 調 査 用 紙 ！
１ ！

ご奮己入 に あたって

１
．

ご 記 入 は お か あ さ 割 こお 願 い い た し ま す
。

２． 上 記の 生 隼 月 目 の お 子 さ ま に つ いて お 答え 下さい。

３
．

質 閥 用 紙 は ピ ン ク 色 の 用 紙 が ５枚 で す。

な お、 白 い 用 紙 が 各ご 家 庭 に司枚 ありま す、

４． 質間 は 番 号 順 にご 記 入 い ただき、質 問 ㎜ま での 記 入 を終 え てか ら

質 悶 Ｗ の 事 散 葵 態を１６日 間、続 けて ご記 入 下 さい。

５． エ ン ピ ツ か ボ ー ル ペ ン で は っ きり とご 記 入 下 さい
。

記 入 漏 れ が な い か こ 確 認 頂 き、

、 Ｏ月 ２ ７ 目 （月） ま で に ご投 函 さ い。

敷
２ か 月 ～ ７ か 月 児 用
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Ｉ． こ ん な と き は 危 な い ！

子 ど毛 の 箏 故 と い っ て も、 年 齢 や 発 遵 の 程 度

に より、 発 生 頻 度 や 事 故 の 内 容 が 異 なり ま す。
下 図 は

、 昨 年 お 隣 の 大 東 町 に お い て 私 た ち が

調 査 し たも の で す
回

その 他の地域の調 査でも同様の結果 秘得られ

て い ま す
。

子 ども は 本 来、 事 散 に あ い や す い 毛 の で す。
しかし、他のお 子さまよりも事 故にあう確率 の高

い お 子 さま も い ま す。
左 記 の 調 査 か ら

、 以 下 の よう な お 子 さ ま や 状 況 が

事 故 に つ な がり や す い と いう 結 果 が 得 ら れ ま した。

③下にきょうだい 肌、るお子さま

（特 に、 お 兄 ち ゃ ん の 場 合）
１下 に きょう だ い が い る 場 合、

上の子に十分な注意をはらえ

な い 場 合 が あり ま す
。

特 に 男 児 の 場 合、 女 児 に 比 ぺ

事散経験 が多く、全国的に毛同

様の結果 が得られています。

苧 鰯
’

②お子さまの 面倒を見る人淋少ない

③お母さま郷 子育てに負担を感じている
・お 子 さ ま の 面 倒 を み る 人 が 少 な が っ た り、 お 母

さんが子 蒼てに対して身 体的・精神的な負担を感

じて い る 場 合、 どうし ても 心 に 余 裕 秘 なく、 事 散 に

対 す る 注 意 が 不 足 が ち に な り ま す。

巫
． 子 ど も の 事 故 を 予 防 す る に は

１
．

お子さ ま の 生 活貫 る 環墳 を 整 えま しょ う何

ひ ざ を 床 に つ け て、 お 子 さま の 目 線 で 部 屋 か ら音挿屋 へ

移 動 して み ま しょう。
どんな毛のがお子さまの 畠につきますか？
どこまで季が届きますか ？

＜安全な環蟻をつくるポイ ント〉
① お 都 屋 の 中 の１１・物 な どを 整 理 整 頓 して おく。
②ベビー用 晶 やおもちゃなどの 取扱 説明書 や使 用上の

注 意 をよく読 み、 使 用 法 をき ち ん と 守 る。
③ ベ ッド

、
イ ス、 衣 服 な ど の 購 入 時 は 安 全 性 や 磁 久 性 に

注 意 す る。

２． お 子 さ ま に 目 を 配 り ま し ょ う。

⑪お子さまの 発達や 行動パターンを
知 っ て お き ま し 美う

。
一

② お 子 さ ま を 抱 い たり、 お ぷ っ た りす

るとき は、 周 り の 安 全 を 確 認し１て

行 動 しま しぷう。
③お子さまをお蒙に一 人にして

外 出 しな い ように し ま しょう。
④車 がら降りるときぼ必ず、お

子 さ まも 一 緒 に 降 ろ しま しょう。
⑤ お 子 さま 赫 犬 きくな った ら

、
危ない場 所や交通 ルールな

ど を 教 え ま しょう。

３． 子育てに対 哲る負損 感を和ら げま しょう

大 東 町 の 調 査 で は
、 家 族 が 子 蒼 て に 協 力 してくれ

る と 感 じて い る お 母 さ ま の お 子 さま は
、

事 故 の 経 験 が

ないお芋さまが 多いとの 結果が得られました。
家 族 が協 力して、お母さまの子 育てに対 する負担

感 を 和 ら げ る こと毛
、

事 故 を 滅 ら す 一 つ の 手 段 で す。
子 育てを一人 で気負 わ嫁いで、

お父さまがお休 み
の 副 こ は １ ～ ２ 時 閻 お 子 ざま を 預 け て ショッピ ン グ に

行くと か、 育 児 に 疲 れ て い る とき に は 思 い 切 っ て 実 家

に 婦 っ て、 お ば あ さ ま・お じ い さま に 甘 え て み て は い か

が で す か
。

〈 子 奮て に 対す る 淋イ ン ト＞

① 子 育 て は 家 族１地 域 ぐる み で ！

② 醐 二は 母 親 休 業１ヨ を 作 って、
自 分 自 身 を み が こう

一
！

③ 育 児 支 援 セ ンター や 育 児 …
サ ー ク ル をうまく活 用 しよう！

④ 育 児 惰 報（雑 議、 インタ ー ネットな

をど ん ど ん 活 用 ！

⑤ 悩 ん だ ら、 患 い 切 って カ ウシ セＩｊン グ や 育 児 相 談 の

ドア をた た こう！

一 ７０ 一



皿． み ん な で 子 ど も を 守 ろ う〃

暉 燃一 ミ 鮒あ鮒 嚇 ㍗ η㍑
お母さまが手どもに振 獺 されて、疲れがたまｌ

１
今 日 の 若 い 家 族 に は ストレス が 多く

、そ れ が ミ
む、ら だ っ て い て は い い 育 児 も で き ず

、
ま た

、
事 散 の 日 ミ

ミ 原因に毛なりかねません鉋 ミ お 孫さま に 影 響し
、

事 故 なども多くなってきま す
。

ミ

１ ㍗
臓

㍗ ㌶ ｌｌぎ
’一
１ １ １ば１１１・１！い１１の暖かな支脈 １

ミ
。 ．， 、． 、一一、． ． 、 ．、． ． 俄 雛 螂 １ 一 郡 親 は 安 心 じ、 前 向 き な 気 持 ち に な れ ま す。

ｌ
ｌ ｌ ミ
１ たろτ宥爆ざまが 盲 子育て経験をいかしながら、若 い親たちにいい ミ
１ ひ柳 舳 燗ご錫 鯛 嚇 嫉効・ １ １
ミ ミ 知 恵を 伝え ていってあ げてください。

’

１ 撃 窺 譲 繋 雛 裳動き毛活発になり、好奇心毛１
１

１わき 此 てきます。 １ 司

ミ おうちの 刺こ段差や危険な場 醐まありませんか？特に、敷 副 お 孫さまの 目 線で おうち の 中をチェックしましょう！！ 盲

１
や階 堅 角のある壁や 楓 ドアや戸の隙間には・事散が起き１ １

縫驚溝総籔撚 禦１鴛鴛簑重薫慧驚讐？ １
ｌ お 休 み の 日 に、 おうち の 中を 髄 し、お 手 さま の 轍 予 防 に、

ｌ １

蟻 畿１珪鮒出１。鴬驚㌘ 瞭
１ 聚 膿 灘 般 歎か１な・な一１！１／１ ！て 蹴 んか・ 炉

１
し星雛；鷲覧芝Σ讐空碧勢竺，＿＿土 ＿ ＿ ＿＿＿ ＿＿＿＿＿

鑑鯉

鰯
酊
．

２ ～ ７ か 月 の お 子 さ ま に 対 す る 事 故 予 防 鱗
１
・ こ の 時 期 の お 子 さ ま は ？ ～ 自 分 の カ で移 動 が 可 能 になる 醇 期 ～ 転 倒＝転 落

子 ども の 発 達 は 早 いも の で、 動 き が 少 な かっ た お 手 さま が
、 手 足 を

バ タつ か せ て ベッド上 を 移 動 したり、 突 然 寝 返りをうつ ことも あ りま す。
また

、 手 に 触 れ る 物 を 握 っ たり
、な め たりす る よう にもな りま す

。

２一こんな 事 散
、

こんなところ に気 をつ けましょう！！

、一
刈 畷１ 〃 一 一一 榊 一一一 一 一 一 π・”一 一 一 畑．㍗ 鰯 π 一 〃 ”” π 〃 一 岬 一 一 〃”一＿ 刷”＿、

１安 全 対 策 ゴ

ミ ① ベ ッドの 柵 を 必 ず 上 げ て おき ましょう。
ミ ② ソファ や 予 ’ ブ ル な ど の 高 い ところ に は

ミ 寝 か せ な い よう にしましょう回
ミ ③ ラック や ベ ビ ー カー に 乗 せ るとき は

川’ミミ安 全 対 策 ミ

ミミ ① 都 屋 の 中 は 整 理 整 頼 し、タ バ コ や 灰 皿、 小 物
、

ビ ニ ー ル 蔓

ミミ 袋 な ど は お 子さ ま の 季 の 届 か な いところ に 置 き ましょう。
ミ

ｌｌ お子さまの口の大きさは暴 鮫 凸 １
い そ れ より小 さい 毛の は 床 か ら１ｍ 以 上 ミ

１ ・階段は明るく
、滑 肚 めを。 ｌ１ 外 雌 でも注意し 乱 よう。

ミ ⑤ク ー ハ ン（か ご１で の 移 動 時 は 両 方 の 取 っ手 をしっ が り い

㌧讐王讐む竪 鴛 賛 史芝£ ㌧＿＿＿＿＿
１㌧

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿讐 篶 ｚ＿＿圭一 ７１ 一



ダ 畷蟄 〃”ノ〃 〃〃岬 佃 〃・〃 ｎ 〃 〃 川 〃 〃 舳 旨．岬 畷碧 〃 帥” 附 柵 〃 〃 〃岬一” 佃 〃 〃 仰、”ノ^，

目

漫全対策

１
①

灘
お風呂の離は泌ず確かめ

も
淋

早
ミ ② 片 手 で お 子 さまを 抱 きな がら、 熱 い

蔓 毛 の を 食 べ た り、 飲 ん だり、 運 ん だり

日 しな い ように しましょう。㌔ 為 ＾一毒 泰

』

三ｗ 魍騒 〃〃“〃〃〃〃〃”榊〃灼〃〃佃佃

１麗爵亥燃継鰯脇轟苫鐵責婁量
★ よだれ か け の ひもに よる窒 息

ミ

晦全対策 綿
ミ①硬めの敷き布団を使用じ、郷向けに
毫 寝 か せ ましょう。

竜 ②うつ ぷ せ 寝 の 時 は 注 意 して み て い ま しょう。

１
③ 灘 鰻 詰

レスの聞に 鯛 のないように

ミ 隙 聞 が できる 場 合 は タオ ル な ど を 諸 め ま じょう回
、 ④ 首 の ヒモ 類 は 注 意 し

、
寝 か せ るとき は は ず しましょう。

ミ ⑤ 離 乳 食 は
、 適 切 な 大 きさ、 硬 さ にして 食 ぺ させ ま しょう。

い

１淺全対嚢

１１①鶉鰯 鰹 灘婁臓さまの
鰍

１ミ②開けっ放しのドアは強風で閉まらないよ

ｌｌ③鱗 蟻綴鞍う口（彩１
、．炉 鵬欝 π佃 〃 伽 店 佃 〃〃吐

１擬 鷲 瓢谷１婚
い ｛榊 日

１晦 全対策 １
ミミ①入浴中のお子さまがら目を離さミ
い な い ようにしま しょう。 盲

１１②灘 灘 灘１
１１ な い ようにしましょう。
洲

い

。
． 。か月 一１ 歳のお子さ まに対する事 故予防

駆

１． こ の 時 潮 の お 子 さ ま は ？ ～ ハィハ ィ歩 行 にょり移 動 淋 始 まる 時 期 ～
こ の 月 歯令に なっ てくる と、 お 座り、 ハ イ バ イ、つ か まり立 ち、 歩 行 な ど が

可 能 に なり、 行 動 範 囲 が 底 がっ てき ます。
ま た

、
指 でも の を つ か む の 毛 上 手 になり、 何 でも 口 に 持っ て い こうとしま す。

２． こ ん な 事 故、 こ ん な とこ ろ に 気 を つ け ま しょう！！

・睡鰯 帥 刷 〃 〃 〃 ” 〃 〃”・〃 〃”〃・〃口〃 〃 ５１砥醸鶉 “ 〃 榊 〃 〃 〃口他 舳 ’・〃〃 〃 〃 〃 ”〃

欝 艦熱㌶劣㌶１瞭箏蟻蟻鴛 １

ミ ① 敷 屠 や 段 差 の あ るところ は 手 を つ な い で 歩 き ましょう。
い

琴 一 ’ ヘ ア ピン， シ ャ ホ ン 玉 の 液 な 蟹 ミ

１②階段の土下には安全棚をつけ 乱 よ禿 １１ １

１③床に毛のを置がないようにしましよう。 ミミ
寒 全 対 策 ミ

１
④ 驚 驚 騰ず’角のあ 胴まクッション材でｌｌ①聲 鰻 鶉 鷺 蝋 驚 警 瓢 妄粧晶な１

盲 ⑤ 階 段 や 玄 関 な ど の 段 差 の あ るところ は・ 子 ど 劫 泊 由 に ミ盲 ② ジ ュー ス の 缶 を 灰 皿 に しな いよう にじましょう回 ミ

１⑥擦簾 譲賂 燃１１置刈 滋 綴 級１鴛ま鴛 １
漣ぢ竺竺 玄 賃 誓簑兜 姓 愛残竺ξ’も

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ ＿、
１
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聰 鰯 〃 仰 岬 〃 伽ノ 躰 岬 榊 ”ノｏノ”、〃、〃、”ノ〃、〃、。， １ 睡鰯 〃 川 １ 仙 伽 村 伽。〃 口。η、〃、〃、”、１ ”ノ’

瞭 灘滋簸藪奮警、鍛
機 鰹

．ル袋などは手どもの手の層がないところに
１② 聾事 鴻 は。歳を遇ぎるまでは

１盤嚢蜜竺二蟹
、

一
” 醸 １ π 刷 π 〃 岬 ’ 〃 一・〃 〃 一 ” 〃 一 〃 仙 ’一一 畷 賢 ＿ 〃 π ＿、ｏ、〃、〃、’戸＿、’、”、＿、ｏ、口、＿、．、

・鰯 籔 鴛㍍｝
１②議 磯 軟浴室に入れないよ 榊 には外鍵をつｌ
ｌ”佃 他” 岬 岬 他 岬 何 ”・刷π∫〃 榊 刷 〃 〃”岬 づ

嬢黙争諾㌫㌶二㍍１
鰯

晒
． ２～３歳 のお子さま に対する事故予 防

１
二

この 時 期 の お 子さま は ？～自我や知 撤子奇心が強くなり行動範 馳 砿 淋る時期～
」 の 時 期 に は・ 一 人 でうまく歩 行 が で きるように なり、 より一 層 行 動 範 囲 が 底くなりま す筥
ま た、 いろむ、ろ なも の に 興 味 を 示 し、 探 索 活 動 が 始 まって きま す。

２、こん な事 故
、こん なところに 気をつ けましょう！！

轡鰯
一 転 倒 ・

、
転 藩

、

萬 萎≡嚢婁…’
’≡一一落 ち、 頭 を 打 っ て こ ぶ が で き て 臓 瞭 擁 浅

…１ミ１ 妻 全 対 策
’

ミ

１ 安 全 対 策 ミ
ミ①ドァや扉の開閉時にはお子さまの手や足の位置を確認

１

麟察箏磁簑孫１〃 、’ 、”、 ｏ 、〃 、’ 、’ 、η 、〃 、’ ，口 、’ 、〃 。’、 ’、 口、 ’、 ’、 ｉノ’、
以 １

－ ７３ 一



ぎ鵬騒 〃灼 仰 仙 〃 村 〃 〃・’仙 〃 〃 〃 〃 〃 〃灼〃

緊機警１欝灘黙㌫簑
均 大 東 日 記 ： 使 っ た ば かり の アイ ロ ン を 自 分 で

ミ 倒 して 手 の 甲 に 串 け ど回

淺全対策

１⑪繋艦 灘諮筆灘緩蔭 鰻詮搬瓢
ミ②ストーブやヒーターなどをさわら 楓、虫うな工夫（安全柵な
ミ ε）をしま しょう。
１ ③テ ー ブ ル クロス は 敷 か 楓 、ようにしま しょう。

一鰯 一一一 一〃一阯一一 … 一

常鷲蘇㌻㍗
峻全対策

１灘灘驚盗鷺簑鴛㌣
タ

鰹ゴ
略榊榊 ㌻

一

１①麓裟驚艦 潔 磯る

１ 魑艶 〃 … 〃 〃 〃 “ ” ”口・π口” 〃 〃 〃畑

樽灘灘緩
〔こ ん な 物 を 誤 飲〕 風 邪 薬 の 水 薬、 便 秘 薬

お菓予の缶ケースのお ばあちゃんの降圧剤

安全対策
①鱗 蟻 驚臨、瓢蓑 艦 灘迭粧晶など１

、、
② ジ ュ ー ス の 缶 を 灰 皿 に し な い よう に し ま しょう

。

③ 自 宅 だ け で は なく実 家 や 外 鎚 先 でも 注 意 しま しょう。
一

．、一
・厘鰯 η 旧 〃・〃 〃 〃 π ’ 〃・螂 〃 〃 〃 〃 畑 仙

麟慧滋㌫甑元
、
…
灘 畿繁器驚㌘１

麟 鱗 麟 鰐
舳’トを後部量

、、
１騒 鱗 紅 義

鯛
１

柵
．

４歳～ 小学校入学 前のお子 さまに対す る事故予 防

１
． こ の 時 期 の お 子 さ ま は ？ ～幼 稚 園 など家 庭 外 での 集 団 生 藩 が 営 まれ る 時 期 ～

こ の 時 期 にな ると
、 走 った り、 餐 ったり 活 発 な 運 動 が でき る 一 方

、
属 囲 の 状 滉 に 対 す る半１ｊ断 は 叶 分 に できま せ ん回
また、 活 動 の 場 赫 おうち の 中 から、 外 に 出 る 機 会 も 多く、母 親 だ け

の 気 配 りで は き が なくなっ てき ま す
。

２． こんな事 故
、

こんなところに 気をつ けましょう！！

鮒鰯

鰹”刃系概 荻 瓢瓢張姦”…
口１

麗 一 珊誰享礒１蕊 一 一、
畷 ・１一ル瓶の１

。さ
罵 １

易
燃 １ 繍 鰹 爵 ・ｌ１／

篇
１，１１みｌｌ１手や１１ ｌ・ に

、
ベ ラ ン 夢 が ｂ 転 藩 い 切 る 目

１伽…１緑 瓢艦三１１妙讐１箏曇㌣
ミ 膏１審全対策 青
ミ 妻 金 対 策 膏ミ①ドアや扉の開閉時にはお子さ表の手 や足の位置を確認ミ
１ 洲 ・

１①窓の側やべうンダには踏み 剖こ 鰍 うなものは置 かない ｌ
ｌ しましょ去 １

１ ようにしましよう。
ｌ
１② 挨 ソ１ 附 イフ、はさみなどは 絆 さまの手の属かな・・１

・ 司・ 貢

ミ ② お もち ゃ や 遊 具 の 正 じい 使 い 方 を 教 え ましょう百 ・司 ところ に 置 き ましょう。
’

・ 司㌔ 司

ミ ③ 部 屋 の 申 は 整 理 整 頓し、 お 子 さま にも おもち ゃな どを 片 づ け 竜ミ ③ 歯 ブラ シ な どを Ｑ にくわ 完 た 豪ま 歩 き 国 らな い よう、 注 慧 ミ

１ ることを教えまし 砿 １ い まし 点 １

一 μ 一



１ 醸 爵 ☆マッチやライターをいたずらしていて刺ナど

１鋸鷲ざ箏１
１②緩擬鐵議鮭

１１１鑑 鋸瀞 冷、
嬢

耀 榊コなどの誤飲
１ 勢 増 臓：パチンコ 蜘 たずらして誤飲 撃

灘 愛 畿 鍍 薬１１１１１子１１１手
’！ ’／’ ’ １／’ ノ ロノ ’ノ’ ∫” ’’６’’ 〃／ ０’ ”！〃 ／’ ／’’ 口’ 〃／ ’’〃

艦鶯㌶鶯皇害１

予 醸籔 ”岬 一一 … 一一 榊 一！一 … ｝ 刷 “ ｝一伽仙一、・ 畷鐵 〃〃佃 岬 仙 〃 岬 ㎜ 〃’＿一〃 〃 〃 “刈

騒籔嚢藪翻養 ☆自動車苫自転車に同乗中の急停車や衝突 ミ

、
轟
函
鶯 茸 ㌧盾１

②農蘇 鱗 鞭朋 騒１

灘議灘二鉢
・蟹鰯 〃〃・川 〃 〃 〃 〃 〃‘・

髄 瀞鰯１徽１婚

灘 緩場１－！㈱１
② プ ー ル や 海

、 川 で 遊 ぶ 場 合、

．
灘 海 ㌧

繍

孤
．

お う ち の 中 の 事 故 予 防 ～もう 一度チニ［ツク しま しょ う～
おうち の 中 の 安 全 対 策 は バッチリで す か 。． 口 の 刺 こチェックし て み ま しょう、

鰯

賂 蟻 誰 諸』などの誤飲

一 ７５ 一



《蕎苓蕎下ζ婁董鐘劃庸…綴》※言津細倦、各場所に沸た載ねください

１ 圃副函園 １１ 囲躍駆園 け 園圃睡固 １
ミ〈プラザけやき＞ い 〈児 童館 手育て支 援＞ い く 子育て支 援センター＞ ミ
ミ ① 塾 幼 児 相 誰：乳 幼 児 身 体 計 測、 箱 い ① 自 曲 来 館：楽じい お毛ちゃ が いっ ぱむ、 い ・未 就 園 の 熟 幼 捌 こ施 設 を開 放し、 遊 び ミ
１ 談 な ど い 実 施 日 時：火 ～ 土 ８：３０ ～ ｛６：３０ い 場 を 提 供したり、親 同 士 の 交 流 や 情 報 交 毒

鰯 灘 鴛 顯１②姦織鰯簸裟絵１１灘 灘提供 １
ミ ブ等の育成

：
い パネル 瀦 ｉな貞 い 小笠郡浜岡 擁 ・・和 一… ｌ

ｌ④ 灘 灘姦欝供たｌ１蓑鴛驚 驚 鷲１りま丸
１１ 鎧 綴 焦

。。、、、。。
１

ミ く 地 域 子 育 て 支 援 ＞ い ③子育τ相誰：家 戯冒談 副こぷる子ど い 場所、佐碁保育所 ミ

ミ①圃庭開旅・祉会爽流 い もの発達
、しつけ等のお話と偲人相談 い 小笠郡浜岡町佐禽９１＆２ ミ

ミ 場 所：内 蘭 保 育 園 租 ０５３み３㌻３４０γ い 実 施 日 時：＝２００２．１１／２７ い 疽 ０５３み８侠４９４３ ミ
ミ

小 笠 郡 菊 川 町 中 内 囲 ４７ 体 １
い ２００３〃２８． ３／２５ い ③ 停 か 歩しっ 子

ミ

１②鶴婁 灘 蛾 露 鍵 瓢 ④言多動腫館：碁 膿 鎧 １ 麟 驚 鶴 ｇ：３０～１コ：。０ １

１場 綴 鶴共
帥５、み。宇、、。、１ 陪 灘 聾は「児童館だ 賊 １１ 厄 欝 翻 苧新田２３３１㍉

１ 小笠郡菊川町堀乏内６９ い い １

鰐 鱗驚鱗 購 簸春讐１１轟鱗憲譲石。轟蘇援＞１１姦鶉薮、’孟蕊 鵜室眺１
ミ い ・乳 幼 児 の 身 体 計 測、

箱 談 等
、

お か い 場 所：浜 弼 断 中 央 児 童 館 ミ
１く 子 育 て 支 援 ボランティア＞ い あさんや お子さんのお友達づくりの い 小笠郡浜岡町池新田１３５９－１ 萬

ミ ① 川春ん：児 童 館、 子 育 て 支 援 セ ンター い 場 としても ご利 用 下 さい竈 膏 ミ 疽 ０５３み８ホ８０６６ 盲

１ 誰 獄動している託児ボ 折イ１１※壁 瓢 おがさ喉健だより漉 い畜 緩 巌 篶註殖戯淀 跳
１

ミ間い合わせ：プラザけやき内 ミミ い 場所：浜岡 町健康セン多一 ミ

１ 帥 ・・み・ 削 ・
． 、

ｌ１児童 齢 保健センター聞い合わせ１ ｌ１ 租 脆・ 附 ・・１・ １盲一＿北 乱艶理 リ 岨芝鴛鷲＿＿Ｊ漣兜竺１匁 搬 乱紬

ア勤、
あ 球 ないよ一

一
毫㌧ 舛 ど毛の 鞘 予防の歌一

ψ
作 講：臼 丼 雛 葵

作 鐘：川 口 千 鶴

１
、

ぼくの 大 好き な カップ・ラ ーメン、
は やく食 べ た い け 一 ど

掃 除・貫 い 物・お 洗 濯 マ マ は 忙し い

「ぽく
、 ひとり で 食 べ ちゃ おう かｊ

碗棚 〆ζ～
ラ ー メ ン の つ ゆ は

、 ア ッ チ ッ 禾
、一

ア ッ チ ッ ヂ

・だが雲繁襲 隷 撃 蹄 ぎ’

大鰭なママと 蝉 渓掌 市準

・・私の好 紙 お 匁 ろ 洲 観 潅洲 ㌃ど
．パ パは お 仕事 忙 じい、表護 撮竃 概、

．

汐
鰯 と 撃 ち坤 難

’
１・一

、
お ふろですべっ 煮ξ茨ツグ淫 澱 ７彩該ツ該

’

だか祭簸裟 織 緯 鷲．、
大 好 きな パ パ と、 いっし 斜 き災 ろう ね 」

３
．

ぽくの 大 好 き な
、

ぴ 一 ち ゃ ん
、 お ぼ 務 ちゃ ん 蒙 の ベ ラン 伊 の

天 丼 の カゴ でさ ぴ しそう
、

手 が 層 か な い

蟻濠綴 叙
お ば あ ち ゃ んと

、
い っしょ に 遊 ぽう ね 一

嚢露一蜜鮪尋欝覧

締
璃鈴

脚鬼犠藪轟窟刻 帖 刻

百 このパ ンフレットに 関する連 絡 先 １

ロ ミ

ミ
「乳幼児の事故に関 吏る調査」研究班 ミ

、 代 表 日 沼 平 等 ・

ミ 予 １６２－８６６６ 東 京 都 新 稽 区 蒋 田 町８－１ ミ

、 東京女子医科大学看護学部小児看護学百

１
一＿＿＿＿正砦讐㌫３讐誓工労＿ ’

禁１１ 無 断 複 写

一 ７６ 一
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